
  
　松帆地区の砂の中から銅鐸７つが出土しました。７つのうち、１つは菱

りょう

環
かん

鈕
ちゅう

式銅鐸（写真左）、残り６点は外
がい

縁
えん

付
つきちゅう

鈕式銅鐸（写真右）です。また銅鐸を鳴

らすための青銅製の棒「舌」も一緒に出土しています。いずれも弥生時代前期

末～中期に作られたもので、非常に保存状態が良く、当時の文化を知る上で貴

重な資料として期待されています。（関連記事23頁）

市内で銅鐸７つが出土市内で銅鐸７つが出土
ど う た く
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淡
路
だ
ん
じ
り
祭
２
０
１
５
が
盛
大
に
開
催

交
通
安
全
街
頭
呼
び
か
け

県
交
通
安
全
対
策
委
員
会
表
彰

平
成
27
年 

国
勢
調
査
実
施
本
部
を
設
置

　

市
の
活
性
化
に
取
り
組
む
「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」
の
新
隊
員
と
し

て
高
砂
市
出
身
の
山
田
孝
夫
さ
ん

が
５
月
１
日
に
着
任
し
、
11
日
に
市

役
所
で
任
用
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
務
省
が
平
成
21
年
に
設
け
た
地
域

お
こ
し
協
力
隊
制
度
は
、
都
市

部
に
住
む
人
が
人
口
減
少
や
高

齢
化
の
進
む
地
域
に
定
住
し
、

地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
も

の
で
す
。
全
国
に
１
５
１
１
人

（
平
成
26
年
度
末
現
在
）
の
隊

員
が
任
用
さ
れ
て
お
り
、
沼
島

地
域
で
も
現
在
４
人
の
隊
員
が

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
任
用
さ
れ
た
山
田
さ

ん
は
イ
ラ
ス
ト
の
画
像
編
集

や
印
刷
技
術
を
学
ん
だ
経
験

を
生
か
し
、
市
内
の
観
光
資

源
の
再
発
掘
や
農
林
水
産
物
等
を
利

用
し
た
新
商
品
の
開
発
・
Ｐ
Ｒ
を
行

う
予
定
で
す
。

　

任
用
式
で
は
、
中
田
市
長
か
ら

山
田
さ
ん
に
任
用
通
知
書
と
と
も
に

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
プ
リ
ン

ト
さ
れ
た
帽
子
や
作
業
着
な
ど
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
田
市
長
は
「
慣
れ
な
い
場
所
で

大
変
と
は
思
う
が
、
地
域
の
活
性
化

の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
激
励
。
山
田
さ
ん
は
「
沼
島
地
域

の
先
輩
隊
員
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
て
、

観
光
開
発
や
情
報
発
信
を
し
て
い
き

た
い
」と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

南
あ
わ
じ
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に
新
隊
員
就
任

　

今
年
10
月
1
日
を
調
査
期
日
と

し
て
、
平
成
27
年
国
勢
調
査
が
全

国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
国
の
最
も
基
本
的

で
重
要
な
統
計
調
査
と
し
て
行
わ

れ
、
調
査
結
果
は
、
地
方
創
生
や

少
子
・
高
齢
化
対
策
、
社
会
福
祉

対
策
等
を
は
じ
め
と
す
る
行
政
資

料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
調
査
の
正
確

か
つ
円
滑
な
実
施
に
向
け
て
４
月

30
日
に
「
国
勢
調
査
南
あ
わ
じ
市

実
施
本
部
」
を
市
役
所
本
館
３
階
、

秘
書
課
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で
い

る
す
べ
て
の
人
お
よ
び
世
帯
が
対

象
で
す
。
平
成
27
年
調
査
は
、
紙

の
調
査
票
だ
け
で
な
く
、
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
回
答
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
よ
り
便
利
で
簡
単
に

な
り
ま
す
。
国
勢
調
査
へ
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
秘
書
課
☎
43
・
５
２
０
４

淡
路
島
牛
乳
、
沼
島
の
魚
、
地
酒
を
Ｐ
Ｒ

　

南
あ
わ
じ
市
は
、
平
成
26
年
５
月

29
日
か
ら
平
成
27
年
３
月
24
日
ま
で

の
３
０
０
日
間
、
交
通
死
亡
事
故
を

抑
止
し
た
こ
と
か
ら
、
兵
庫
県
交
通

安
全
対
策
委
員
会
会
長
（
兵
庫
県
知

事
）
よ
り
交
通
安
全
功
労
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。
南
あ
わ
じ
市
交
通
安
全

対
策
協
議
会
（
市
、
警
察
、
交
通
安

全
協
会
・
自
家
用
自
動
車
協
会
・
自

治
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
で
構
成
）
が
中

心
と
な
り
、
市
内
の
交
通
安
全
啓
発

活
動
等
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
か
ら
受
賞
の
伝
達
式
が
４
月
27

日
に
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

春
の
交
通
安
全
運
動
が
ス
タ
ー

ト
し
た
５
月
11
日
、
国
道
28
号
線

の
中
山
峠
で
、
南
あ
わ
じ
市
交
通

対
策
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
ド

ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安
全
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。
国
道
沿
い
の
「
い
こ

い
の
泉
」
で
交
通
安
全
祈
願
祭
が

行
わ
れ
た
後
、
つ
ま
よ
う
じ
を
折

り
紙
に
包
ん
だ
手
づ
く
り
の
啓
発

グ
ッ
ズ
や
交
通
安
全
か
わ
ら
ば
ん

な
ど
を
手
渡
し
な
が
ら
「
交
通
事

故
に
５ご

楊よ
う

枝じ

ん
！
」
と
通
行
す
る

車
両
に
対
し
て
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

３
月
に
淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
隣
接
地
に
オ
ー
プ

ン
し
た
、
あ
わ
じ
島
ま
る
ご
と
食
の

拠
点
施
設
直
売
所
「
美み

菜な

恋こ
い

来こ
い

屋や

」

で
、淡
路
花
博
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
ほ

ん
ま
も
ん
食
彩
フ
ェ
ア
」
が
催
さ

れ
、多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

南
あ
わ
じ
特
産
品
の
フ
ァ
ン
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
５
月
10
日
に
は

「
淡
路
島
牛
乳
フ
ェ
ア
」
が
開
催

さ
れ
、淡
路
島
牛
乳
の
試
飲
や
ヨ
ー

グ
ル
ト
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
、
特

産
の
乳
製
品
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

淡
路
だ
ん
じ
り
祭
が
４
月
29

日
、
三
原
健
康
広
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
昨
年
は
天
候
不
順
で
実

施
が
見
送
ら
れ
、
２
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
鯉
の
ぼ
り
が

舞
う
会
場
に
21
台
の
絢
爛
豪
華
な

だ
ん
じ
り
が
集
ま
り
、
勇
壮
な
練

り
や
だ
ん
じ
り
唄
を
熱
唱
し
て
会

場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
淡
路
三
原

高
校
生
や
太
鼓
衆 

甍い
ら
か、
美み

鼓こ

音と

の
メ
ン
バ
ー
ら
に
よ
る
力
強
い
和

太
鼓
や
保
育
所
・
幼
稚
園
児
に
よ

る
元
気
な
竹
太
鼓
な
ど
も
会
場
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。
好
天
気
に
も

恵
ま
れ
た
こ
の
日
は
、
約
１
万
人

が
訪
れ
て
賑
わ
い
、
祭
り
の
最
後

に
は
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
た
祭
礼

団
が
表
彰
さ
れ
、
筒
井
祭
礼
団
が

優
勝
し
ま
し
た
。　

　

５
月
17
日
に
は「
沼
島
漁
協
フ
ェ

ア
」「
地
酒
都
美
人
フ
ェ
ア
」
が
開

催
さ
れ
、
沼
島
で
獲
れ
た
新
鮮
な
ア

ジ
や
鯛
の
焼
魚
の
振
る
舞
い
、
地
酒

の
試
飲
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
て
、

観
光
客
や
買
い
物
客
ら
に
そ
の
美

味
し
さ
を
実
感
し
て
い
た
だ
き
、

特
産
品
を
Ｐ
R
し
ま
し
た
。

▲中田市長から帽子、作業着が手渡された山田さん(右)
▲市役所本館３階の秘書課に国勢調査実施本部を設置

▲南あわじ市交通安全対策協議会が受賞 ▲啓発グッズなどを手渡し、交通安全を呼びかけました

▲匠 淡路島牛乳

▲淡路島匠ヨー
　グルト▲牛乳の試飲コーナー

▲沼島で獲れたアジ、鯛▲地酒都美人フェア

▲沼島漁協フェア ▲賑わう美菜恋来屋
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県
指
定
文
化
財
指
定
書
交
付

砂
田
市
議
会
議
員
、
ご
逝
去

連
合
自
治
会

地
方
創
生
　
き
ば
っ
て
い
こ
う

　

南
あ
わ
じ
市
内
の
圃ほ

場じ
ょ
う

を
淡
路

島
た
ま
ね
ぎ
の
緑
が
埋
め
尽
く

し
、
収
穫
期
を
迎
え
て
お
り
ま

す
。
俳
優
・
歌
手
の
杉
良
太
郎
氏

か
ら
も
「
日
本
一
」
と
高
い
評
価

を
い
た
だ
い
て
い
る
淡
路
島
た
ま

ね
ぎ
は
、
美み

菜な

恋こ
い

来こ
い

屋や

で
も
人
気

商
品
の
一
つ
で
あ
り
、
テ
レ
ビ
な

ど
で
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　

先
日
、
南
あ
わ
じ
市
松
帆
付
近

か
ら
「
銅ど
う

鐸た
く

」
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
発
見
さ
れ
た
７
個
は
、

日
本
で
発
見
さ
れ
た
も
の
と
し
て

は
非
常
に
古
い
も
の
で
あ
り
、
素

晴
ら
し
い
発
見
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
と
の
こ
と
で
す
。
日
本

列
島
で
米
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
こ

ろ
の
社
会
や
文
化
に
思
い
を
は
せ

る
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、今
年

の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
も
多

く
の
観
光
客
の

方
々
に
南
あ
わ

じ
市
を
訪
れ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。市
内
主
要
施

設
の
観
光
客
入
込
数
を
見
て
み
ま

す
と
前
年
同
時
期
対
比
で
は
、淡

路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

の
丘
で
約
１
３
７
％
、う
ず
し
お
科

学
館
で
約
２
０
７
％
、渦
潮
観
潮
で

約
１
０
６
％
な
ど
、花
み
ど
り
フ
ェ

ア
の
効
果
も
加
え
、明
石
海
峡
大

橋
通
行
料
値
下
げ
の
効
果
が
出
た

昨
年
同
時
期
と
比
較
し
て
も
よ
り

多
く
の
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
い

た
こ
と
が
数
字
に
も
表
れ
ま
し
た
。

地
方
創
生
に
観
光
に
よ
る
交
流
人

口
の
増
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。５
月
10

日
に
福
良
で
開
催
さ
れ
ま
し
た「
街

コ
ン
in
福
良
」に
も
島
内
外
か
ら
約

２
３
０
名
の
男
女
の
方
に
参
加
い
た

だ
き
、大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。花
み

ど
り
フ
ェ
ア
は
、５
月
末
を
も
っ
て

閉
幕
致
し
ま
し
た
が
、今
後
も
兵

庫
県
・
淡
路
島
３
市
で
積
極
的
な

Ｐ
Ｒ
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
地
域
振
興
・

地
方
創
生
を
め
ざ
し
た
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
商
品
券
「
き
ば
っ
て
い
こ

う
南
あ
わ
じ
市
商
品
券
」
を
発
売

し
ま
す
。
国
の
地
方
創
生
施
策
で

あ
る
地
域

住
民
生
活

等
緊
急
支

援
施
策
交

付
金
を
お

お
い
に
活

用
し
、
地

域
の
消
費

喚
起
を
促

す
た
め
、

今
回
は
前

回
の
10
％
プ
レ
ミ
ア
ム
を
倍
増
さ

せ
た
20
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
を
付
与

い
た
し
ま
す
。
更
に
、
市
内
商
工

会
加
盟
店
に
よ
り
ま
す
『
W
チ
ャ

ン
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
』
や
『
お
楽
し

み
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
プ
レ
ゼ
ン

ト
』
の
特
典
を
用
意
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

こ
の
お
得
な
商
品
券
を
是
非
と
も

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

先
月
は
、
５
月
に
も
か
か
わ
ら

ず
台
風
６
号
が
日
本
に
接
近
し
ま

し
た
。
幸
い
に
も
、
南
あ
わ
じ
に

は
大
き
な
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
自
然
災
害
は
い
つ
起
こ

る
と
も
限
り
ま
せ
ん
。
市
民
の
皆

さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
間
も

な
く
梅
雨
入
り
の
時
期
と
な
り
ま

す
が
、
大
雨
な
ど
を
は
じ
め
と
す

る
自
然
災
害
に
常
日
頃
か
ら
備
え

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

▲きばっていこう南あわじ市商品券

　

南
あ
わ
じ
市
連
合
自
治
会
大
会

が
４
月
25
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
地
域
づ
く
り
に
尽

力
し
、
平
成
26
年
度
を
も
っ
て
退

任
す
る
連
合
自
治
会
役
員
や
２
年

以
上
連
続
し
て
自
治
会
長
を
務
め
、

退
任
す
る
人
た
ち
へ
、
市
長
よ
り

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
27
年
度
連
合
自
治

会
の
本
部
役
員
は
次
の
人
た
ち
で

す
。
※
敬
称
略
（
所
属
地
区
）

会
長　
　

原　
　

孝　
（
福　

良
）

副
会
長　

松
坂　

壽
仁（
潮
美
台
）

　
　
　
　

堀　

喜
久
雄（
阿
那
賀
）

会
計　
　

喜
田　

進　
（
丸　

山
）

会
計
監
査　

納　

周
平（
倭　

文
）

　
　
　
　
　

細
川　

満（
八　

木
）

　

平
成
17
年
１
月
の
三
原
郡
四
町
合

併
後
の
在
任
特
例
期
間
を
経
て
、
同

年
10
月
に
行
わ
れ
た
第
１
回
南
あ
わ

じ
市
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
当
選

さ
れ
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
委
員

長
を
務
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
今
日

に
至
る
ま
で
、
農
業
振
興
や
地
域
の

活
性
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
町

政
及
び
市
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
卓
越
し
た
見
識
と
た
ゆ
ま

ぬ
郷
土
愛
を
も
っ
て
、
相
撲
を
通
し

て
の
青
少
年
健
全
育
成
に
も
大
き
く

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　

５
月
８
日
、
市
議
会
議
員
の
砂
田

杲
洋
氏
（
70
歳
・
神
代
）
が
、
病
気
の

た
め
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

砂
田
氏
は
、
平
成
11
年
７
月
に
行

な
わ
れ
た
旧
三
原
町
議
会
議
員
選
挙

に
お
い
て
当
選
さ
れ
、
総
務
常
任
委

員
会
委
員
長
、
ク
ア
ハ
ウ
ス
特
別
委

員
会
委
員
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ

れ
、
平
成
16
年
７
月
に
は
、
三
原
町

議
会
議
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
府
中
八
幡
神
社
の
さ
さ
ら
踊

り
」
が
３
月
10
日
に
平
成
26
年
度

兵
庫
県
指
定
文
化
財
の
指
定
を
受

け
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
公
館
で
４
月
27
日
、
昨

年
度
指
定
を
受
け
た
団
体
の
代
表

ら
が
出
席
し
て
指
定
書
の
交
付
式

が
執
り
行
わ
れ
、
同
保
存
会
の
中

本
光
義
会
長
（
榎
列
）
も
出
席
。

高
﨑
正
弘
兵
庫
県
教
育
長
か
ら
各

代
表
１
人
ず
つ
に
指
定
書
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　市・県民税･･･・・・・・・・・・・【 １期 】
納期限　６月３０日(火)６月３０日(火)

《納期内に忘れず納付しましょう》

問税務課☎43-5213

今月、市・県民税（普通徴収）の納税通知書をお送りします。

▽個人市民税と個人県民税をあわせて市・県民税と呼びます。
▽市・県民税が課税されるのは、平成27年１月１日現在、市内に住ん  
　でおり、平成26年中に一定額以上の所得がある人です。
▽１月２日以降に市外へ転出した人や亡くなった人も平成27年度分
　は南あわじ市で課税されます。
▽平成27年度の市・県民税は、平成26年１月～12月までの１年間の
　所得をもとに算出しています。平成26年中に退職し、それ以降働い
　ていない人でも、退職までの所得により課税されます。
▽市・県民税が給与から天引きされる特別徴収の人は、５月に勤務先
　の事業所を通じて税額決定通知書をお送りしています。

消費生活相談
◆日時　毎週月～金曜日（祝日休業）
 　　　 ９:00～12:00、13:00～16:00
問市消費生活センター☎43-5099 

　消費生活センターが６月１日から市役所第１別
館１階に引越しました。下の時間で消費生活相談
を行っていますので、お気軽にご相談ください。

教育委員会が６月１日から市役所第１別
館２階、第２別館２階で業務を開始しま
した。各課の配置は下の表のとおりです。

※東日本大震災の教訓を踏まえ、地方公共団体が実施する防災のた
　めの施策に要する費用の財源を確保するため、平成26年度から平
　成35年度まで均等割額が1,000円加算されています。

税額＝❶均等割（定額）　5,800円 ＋ ❷所得割 税率10％

平成27年度の市・県民税（住民税）について平成27年度の市・県民税（住民税）について

◆安心・便利・確実な口座振替
　　市税は口座振替で納付することができます。手続きをす
　れば、納付のたびに金融機関等に行く必要がなく納め忘れ
　がありませんので、大変便利です。
　※預貯金通帳と、届出印を持参の上、市内の金融機関（郵
　　便局含む）または市役所税務課で手続きをしてください

◆便利なコンビニでの納付
　　市税はコンビニで納付することができます。ご自宅、勤務
　先の近くのコンビニで、土・日・祝日を問わず、24時間いつ
　でも納付できますので、大変便利です。
　※納付が30万円を超える場合は、コンビニで納付できません。

▲高﨑教育長から指定書を受ける中本会長 ▲故・砂田杲洋議員

第１別館２階 教育総務課、学校教育課

第２別館２階
社会教育課、体育青少年課
青少年育成センター

　

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
南
あ
わ
じ

応
援
寄
附
金

2015 淡路島ロング
ライド 150 参加者募集

　淡路島を自転車で１周（約 150km）する
サイクリングイベントを開催します。

◆日　　程　　10月25日（日）
◆場　　所　　淡路島国営明石海峡公園
◆参加資格　　中学生以上
                     （公道を走行可能な自転車）
◆参 加 費　　10,000 円
                      （消費税、傷害保険料含む）
◆定　　員　　2,000 人（先着順）
◆申込締切　　９月 30 日（水）
※申込方法は大会ホームページ
   http://www.awajishima-longride.jp/

問同大会事務局 (ＮＰＯ法人エス・ネット )

　☎０２５９-74-３５１５

教育委員会の引越し消費生活センターの引越し

三原川

南あわじ
警察署

市役所
本館

市役所
第２別館

市役所
第１別館

Ｐ
Ｐ

ふるさと南あわじ応援寄附金
寄附状況の公表　　　　　　　　 　　　　　  （５月１6 日現在） 

区分 件数 金額
南あわじ市内 444件 63,032,749円

市外（島内） 62件 12,373,000円

市外（島外） 312件 35,209,073円

合計 818件 110,614,822円

詳細は市のホームページで掲載しています
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吉
備
国
際
大
学
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

支給対象者

◆支給対象者　平成２７年６月分の児童手当を受給される人
　　　　　　　　※ただし、特例給付（所得が高額な人について、児童１人当たり月額５，０００円を支給し
　　　　　　　　　ているもの）を受給される人は、対象となりません。
◆対 象 児 童　上記支給対象者の平成２７年６月分の児童手当の対象となる児童　
※公務員の場合、平成２７年５月３１日時点で住民票が南あわじ市にある人は対象

支給額 対象児童１人につき ３,０００円

◆申請方法申請方法 ◆ ※児童手当現況届の手続きと同時申請となります　　　　　　　　

申請受付期間
  平成2７年６月１日 （月） ～ ６月３０日 （火）平成2７年６月１日 （月） ～ ６月３０日 （火）　
※土・日は除く。ただし、６月２０日（土）、６月２１日（日）は受付できます。
※公務員の場合は所属庁の証明後の受付となりますので、期間はこの限りではありません。

申請受付時間   午前９時～午後５時午前９時～午後５時　

申請場所 　南あわじ市役所 子育て支援課子育て支援課（市役所本館１階）※郵送での提出は可能です
　※市民交流センターでは受付しておりません

申請に必要な
添付書類等

◆児童手当の振込口座以外への給付金振込を希望される場合、または、公務員の場合
　①申請者確認できるもの（運転免許証、健康保険証、パスポート等）
　②給付金の振込銀行口座の写し（通帳など）

郵送の場合の提出先  〒656‐0492 南あわじ市市善光寺22番地１   南あわじ市役所 福祉部 子育て支援課

        （注）・支給審査により、また、税の修正申告等の理由により、支給要件を満たさない場合は、給付金が支払われないこともあり、
               支給後であっても返還していただく場合もありますので、ご注意ください。

　　　　　                   ・前年中の所得が未申告の場合は、申告書等所得確認書類を提出後に、給付金の支給対象を判断させていただきます。

　

1子育て世帯臨時特例給付金のお知ら1子育て世帯臨時特例給付金のお知らせせ
　子育て世帯臨時特例給付金は、国の施策として、消費税の引き上げに際し、子育て世帯への影響を
緩和する観点から臨時的な給付措置として実施されます。

問子育て支援課☎ 43-5219

　

◆６月中に提出お願いします

　児童手当を受給していいる人は、6 月中に「児童手当現況届」を提出してください。これにより引き続

き手当を受けられるかどうかを確認します。

　6 月初旬に対象者あてに児童手当の現況届を郵送しますので、必須事項を記入押印のうえ、市役所窓口

で手続きをしてください。この届出がないと、６月分以降の児童手当が一時受けられなくなります。

　また、今年度の現況届は、子育て世帯臨時特例給付金との同時申請となりますまた、今年度の現況届は、子育て世帯臨時特例給付金との同時申請となります
のでご注意ください。のでご注意ください。
◆対象者　児童手当を受給中の人

◆必要添付書類等　

　　　❶請求者が被用者（会社員など）の場合
　　　　　→健康保険被保険者証の写しなど
　　　❷平成 27 年 1 月 2 日以降に南あわじ市に転入してきた場合
　　　　　→平成 27 年度所得証明書
　　　　　( 平成 27 年 1 月 1 日時点でお住まいの市区町村で発行する所得証明書 )
　　　❸子どもと住民票が別の場合
　　　　　→監護・生計同一申立書（来庁時にご記入頂きます）
　　　　　※子どもの住所が南あわじ市外の場合は、子どもの属する世帯全員の住民票（本籍・続
　　　　　　柄の記載のあるもの）

◆受付期間・場所　子育て世帯臨時特例給付金と同じ
　

22児童手当現況届の手続きについ児童手当現況届の手続きについてて
問子育て支援課☎ 43-5219

松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

検 索

～  新しい夢の『はじまり』を創るために  ～

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
１
５

を
開
催
し
ま
す

　

吉
備
国
際
大
学
で
は
２
０
１
５
年

度
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
次
の

日
程
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
参
加

申
込
制
の
「
ミ
ニ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
」、
参
加
申
込
み
不
要
で
学
食

が
無
料
体
験
で
き
る
「
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
2
種
類
で
す
。
受

験
生
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
の
方
、

ご
家
族
方
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

駐
車
場
も
多
数
ご
ざ
い
ま
す
。ぜ
ひ
、

一
度
、
本
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
ミ
ニ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

▽
内
容　

学
科
説
明
、
キ
ャ
ン
パ

ス
見
学
、
入
試
相
談
、 

A
　

O
面

談
ほ
か

▽
開
催
日
時　

6
月
13
日
（
土
）、

11
月
15
日
（
日
）、
12
月
19
日

（
土
）
午
後
１
時
30
分
～
４
時

※
要
申
込
み

◆
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

▽
内
容　

学
食
体
験
、学
科
説
明
、

授
業
体
験
、
入
試
相
談
、 

A
　

O

面
談
ほ
か

▽
開
催
日
時　

7
月
19
日
（
日
）、

8
月
22
日
（
土
）、
9
月
23
日

（
水
）
午
前
11
時
～
午
後
４
時

問
順
正
学
園
入
試
広
報
室

　

☎
０
１
２
０
・
25
・
９
９
４
４

地
域
創
成
農
学
部
「
生
涯
学
習
講

座
」
の
開
催
の
お
知
ら
せ

　

地
域
創
成
農
学
部
は
、
平
成
25

年
度
お
よ
び
26
年
度
に「
ラ
ン
チ
・

タ
イ
ム
講
座
」
を
開
催
し
て
き
ま

し
た
が
、今
年
度
か
ら
、こ
の
「
ラ

ン
チ
・
タ
イ
ム
講
座
」
に
替
え
て
、

外
部
講
師
を
招
聘
し
た
「
生
涯
学

習
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
（
計
8

回
開
催
予
定
）。

　

第
1
回
目
の
講
座
は
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
（
第
2
回
以
降
は

次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）。

▽
日
時　

6
月
24
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

▽
場
所　

吉
備
国
際
大
学
地
域
創

　

成
農
学
部
B
棟
教
室

▽
講
師　

生
駒
正
文
教
授
（
吉
備

　

国
際
大
学
大
学
院
知
的
財
産
学

　

研
究
科
・
地
域
創
成
農
学
部
）

▽
テ
ー
マ　

な
る
ほ
ど
な
っ
と
く

　

法
律
入
門
講
座

▽
募
集
人
数　

20
人
程
度

問
同
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー　

　

☎
42
・
４
７
０
８

みなさんのお越しを
お待ちしています。

　

県
政
の
推
進
や
地
域
活
動
、

公
共
の
福
祉
や
産
業
振
興
な
ど

に
功
労
の
あ
っ
た
方
々
に
「
兵

庫
県
功
労
者
表
彰
」
が
贈
ら
れ

ま
す
。

　

２
０
１
5
年
、
南
あ
わ
じ
市

で
は
３
人
の
方
々
が
県
功
労
者

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

【
女
性
活
動
功
労
】

島
津
　
菊
代 

さ
ん
（
沼
島
）

　

沼
島
地
区
愛
育
班
長
な
ら
び

に
兵
庫
県
愛
育
班
理
事
と
し
て

永
年
に
わ
た
り
地
域
の
健
康
づ

く
り
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。
沼
島
全
域
へ
の
声
か
け
訪

問
を
通
じ
て
、
高
齢
者
の
見
守

り
や
母
子
の
健
康
相
談
、
住
民

の
生
活
改
善
へ
の
提
案
を
進
め

ら
れ
、
地
域
の
健
康
を
促
進
す

る
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
と
女
性
の
地
位
向
上
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
地
域
活
動
功
労
】

萩
原
　
重
幸 

さ
ん
（
賀
集
）

　

淡
路
人
形
協
会
副
理
事
長
、

淡
路
だ
ん
じ
り
唄
振
興
会
な

ら
び
に
淡
路
人
形
芝
居
サ
ポ
ー

ト
ク
ラ
ブ
の
事
務
局
長
、
南
淡

地
区
文
化
協
会
副
会
長
と
し
て

永
年
に
わ
た
り
地
域
文
化
の
向

上
と
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。
伝
統
芸
能
の
淡
路
人
形
浄

瑠
璃
や
淡
路
だ
ん
じ
り
唄
の
保

存
・
継
承
と
後
継
者
育
成
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　【
産
業
振
興
功
労
】

登
　
　
　
勇 

さ
ん
（
津
井
）

　

兵
庫
県
陶
器
瓦
工
業
組
合
な

ら
び
に
全
国
陶
器
瓦
工
業
組
合
連

合
会
の
理
事
を
務
め
ら
れ
、
淡
路

瓦
工
業
組
合
理
事
と
し
て
永
年
に

わ
た
り
淡
路
瓦
の
販
路
拡
大
、
広

報
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

防
災
瓦
の
耐
震
実
験
実
施
の
重

要
性
を
提
唱
し
て
、
地
震
に
強

い
淡
路
瓦
の
実
証
に
貢
献
さ
れ
、

淡
路
瓦
の
産
業
振
興
と
発
展
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

兵
庫
県
功
労
者
表
彰
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◆ 新電話番号◆
南あわじ市役所（代表）
　☎43-5001（総務課）

【議会】
議会事務局☎43-5005

【危機管理部】
危機管理課☎43-5203

【企画部】
秘書課☎43-5204
ふるさと創生課☎43-5205
うずしお世界遺産推進課
　　　　　　　☎43-5207
情報課☎43-5206
　ケーブルテレビ☎43-2345

【総務部】
総務課☎43-5001
財政課☎43-5209
管財課☎43-5210

【市民部】
市民課☎43-5212
税務課☎43-5213
環境課☎43-5214

【福祉部】
福祉課☎43-5216
子育て支援課☎43-5219
長寿福祉課☎43-5217
 地域包括支援センター
　　　　　☎43-5237
健康課☎43-5218

【農商部】
商工観光課☎43-5221
 消費生活センター
　　　　　☎43-5099
農林水産課☎43-5223
食の拠点推進課
　　　　　☎43-5224
農地整備課☎43-5225

【建設部】
建設課☎43-5226
都市計画課☎43-5227
下水道課☎43-5228

【会計】
会計課☎43-5229

【教育委員会】
教育総務課☎43-5230
学校教育課☎43-5231
社会教育課☎43-5232
体育青少年課☎43-5234
青少年育成センター
　　　　　　☎43-5238

【各委員会事務局】
選挙管理委員会事務局
　　　　　　☎43-5004
監査委員事務局・固定資産
評価審査委員会事務局
　　　　　　☎43-5235
農業委員会事務局
　　　　　　☎43-5236
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第62回市議会定例会日程（６月）

　  議 会

開会：午前10時～ ◆委員会
日程 委員会 内容

24日（水）総務常任委員会
付託案件
審査

25日（木）産業厚生常任委員会

◦議会は市役所本館４階の議場
で傍聴できます。

◦インターネットによる中継、モ
ニター中継（市役所本館１階
ロビー、中央公民館）をしてい
ます。

　ご利用ください。

　問議会事務局☎ 43-5005

◆本会議
日程 内容

12日（金）
条例案上程、27年度補正予算案
など上程（委員会付託）

18日（木）一般質問 

19日（金）一般質問

22日（月）一般質問、追加議案上程

23日（火）予備日

29日（月）
追加議案上程、付託案件委員会審
査報告・表決

開会：午前10時～

　

７
月
５
日
（
日
）

　

ゴ
ミ
の
な
い
美
し
い
淡
路
島
を

島
民
の
手
で
創
り
ま
し
ょ
う
。
多

く
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
環
境
課
☎
43
・
５
２
１
４

全
島
一
斉
清
掃
の
日

　

　 自 然 災 害 か ら、 身 を

守るためには、一人ひと

りが防災意識を高めると

ともに日頃からの災害へ

の 備 え が 重 要 で す。　            

南あわじ警察署

災害に
備えましょう！

　
　

過
去
10
年
以
内
に
国
民
年
金

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
人

は
申
込
に
よ
り
、
平
成
24
年
10

月
か
ら
平
成
27
年
９
月
末
ま
で

の
３
年
間
に
限
り
、
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
年
金
額
が
増
え
た
り
、
納

付
し
た
期
間
が
不
足
し
て
年
金

を
受
給
で
き
な
か
っ
た
人
が
年

金
受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

ご
利
用
い
た
だ
け
る
人

❶
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人

で
、
10
年
以
内
に
納
め
忘
れ

の
期
間
（
納
付
・
免
除
以
外
）

や
未
加
入
期
間
（
海
外
居
住

期
間
を
除
く
）
が
あ
る
人

❷
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人

で
、
❶
の
期
間
の
ほ
か
任
意

加
入
中
に
納
め
忘
れ
の
期

間
が
あ
る
人

❸
65
歳
以
上
の
人
で
、
年
金
受

給
資
格
が
な
く
任
意
加
入

中
の
人
な
ど
。

※
60
歳
以
上
で
、
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
取
っ
て
い
る
人

は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん

問
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
・
０
１
１
・
０
５
０

　
（
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る

　

も
の
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。）

電
話
受
付
時
間　

月
～
金
曜
日

の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分

※
月
曜
日
（
月
曜
日
が
休
日
の

場
合
は
火
曜
日
）
は
午
後
７

時
ま
で
延
長

※
第
２
土
曜
日
は
、
午
前
９
時

30
分
～
午
後
４
時
（
祝
日
、

年
末
年
始
は
ご
利
用
で
き

ま
せ
ん
）　

　

　社会の健全な発展を図るた

めに、不法就労・不法滞在問

題について正しく理解し、外国

人の不法就労・不法滞在をなく

すようご協力をお願いします。    

南あわじ警察署

不法就労・不法滞在
取締りを強化中！

　

特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成
に
つ
い
て

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
特
定
不

妊
治
療
（
体
外
受
精
及
び
顕
微

授
精
）
を
受
け
ら
れ
た
ご
夫
婦

の
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
、
治
療
費
助
成
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

申
請
期
間

　

兵
庫
県
要
綱
に
基
づ
く
助
成

の
決
定
を
受
け
た
日
か
ら

起
算
し
て
90
日
以
内

助
成
対
象
者
（
す
べ
て
該
当

し
て
い
る
人
が
対
象
）

❶
南
あ
わ
じ
市
内
に
住
所
を
有

す
る
法
律
上
の
婚
姻
を
し

て
い
る
ご
夫
婦

❷
兵
庫
県
の
助
成
を
受
け
、
か

つ
兵
庫
県
以
外
の
助
成
を

受
け
て
い
な
い
こ
と

❸
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

助
成
内
容

　

助
成
額
は
、
特
定
不
妊
治

療
（
体
外
受
精
及
び
顕
微
授

精
）
に
要
し
た
治
療
費
か

ら
、
兵
庫
県
特
定
不
妊
治
療

費
助
成
事
業
実
施
要
綱
に

基
づ
く
助
成
額
を
控
除
し

た
額
。
治
療
１
回
あ
た
り

10
万
円
を
上
限
に
助
成
。

指
定
医
療
機
関

兵
庫
県
が
指
定
し
た
医
療
機
関

（
各
健
康
福
祉
事
務
所
等
で

公
表
し
て
い
ま
す
）

申
請
に
必
要
な
も
の

❶
兵
庫
県
特
定
不
妊
治
療
費
助

成
事
業
承
認
決
定
通
知
書

❷
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

受
診
等
証
明
書
（
南
あ
わ
じ

市
の
様
式
）
ま
た
は
兵
庫
県

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事

業
受
診
等
証
明
書
の
写
し

※
た
だ
し
Ｈ
27
年
３
月
31
日
ま

で
に
兵
庫
県
へ
申
請
さ
れ

た
人
は
不
要

❸
指
定
医
療
機
関
が
発
行
し
た

領
収
書
（
受
診
等
証
明
書
の

領
収
年
月
日
及
び
領
収
金

額
と
一
致
す
る
も
の
）

❹
印
鑑
（
夫
婦
別
々
の
も
の
２

個
、
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）

問
健
康
課
☎
43
・
５
２
１
８

　

福
祉
医
療
の
受
給
者
証
送
付　
７
月
か
ら
利
用
で
き
ま
す

　

対
象
者
に
は
、
６
月
下
旬
に

受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す
。

　

７
月
以
降
は
新
し
い
受
給
者

証
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

受
給
者
証
の
交
付

　

交
付
に
は
所
得
の
申
告
が
必

要
で
す
。
対
象
者
で
も
所
得
の

申
告
が
な
い
場
合
は
、
受
給
資

格
の
確
認
が
で
き
な
い
た
め
、

受
給
者
証
を
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

※
平
成
27
年
１
月
１
日
に
市
内
に
住
所

が
な
い
人
は
、住
所
が
あ
っ
た
市
区

町
村
で
平
成
27
年
度
所
得
･
課
税

証
明
書（
市
民
税
所
得
割
税
額
の
控

除
の
明
細
が
わ
か
る
も
の
）の
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い

福
祉
医
療
利
用
上
の
注
意

◆
払
戻
し
の
申
請
が
必
要
な
例

❶
受
給
者
証
が
使
え
な
か
っ
た

と
き
（
県
外
受
診
な
ど
）

❷
福
祉
医
療
の
受
給
者
が
補
装

具
な
ど
の
装
着
を
し
た
と
き

❸
老
人
医
療
で
１
か
月
の
一
部

負
担
金
の
合
計
が
限
度
額

を
超
え
た
と
き

◆
福
祉
医
療
の
助
成
が
な
い
例

❶
学
校
等
で
の
事
故
で
日
本
ス

ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の

給
付
を
受
け
る
と
き

❷
他
の
公
費
負
担
医
療
の
給
付

を
受
け
る
と
き

❸
訪
問
看
護
を
受
け
る
と
き

問
市
民
課
☎
43
・
５
２
１
２

　６月下旬郵送 　 
　

若
人
の
広
場
公
園
に
お
け
る

清
涼
飲
料
水
自
動
販
売
機
設
置

事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

入
札
参
加
に
つ
い
て
は
、
募

集
要
項
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
項
等
の
必
要
書
類

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

都
市
計
画
課
（
市
役
所
本
館

若
人
の
広
場
公
園
に
お
け
る

自
動
販
売
機
設
置
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

２
階
）
で
入
手
で
き
ま
す

入
札
参
加
申
込
期
間

　

６
月
８
日
（
月
）
～

　

６
月
30
日
（
火
）
ま
で

申
込
先　

都
市
計
画
課

問
都
市
計
画
課
☎
43
・
５
２
２
７

　  募  集

お知らせ

国
民
年
金
保
険
料
の
後
納
制
度
に
つ
い
て　
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動
物
の
遺
棄・虐
待
は
犯
罪
で
す
！

　
「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関

す
る
法
律
」
に
よ
り
、
愛
護
動
物

を
遺
棄
・
虐
待
し
た
場
合
に
は
、

罰
則
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

飼
い
主
は
、
み
だ
り
に
繁
殖

し
な
い
よ
う
適
切
に
措
置
し
、
ま

た
、
命
が
終
え
る
ま
で
適
正
に
飼

養
（
終
生
飼
養
）
し
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
課
☎
43
・
５
２
１
４

　 
　

南
あ
わ
じ
市
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
勤
務
の
社
会
福
祉

士
・
主
任
介
護
支
援
専
門
員
（
嘱

託
職
員
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

職
種
・
内
容　

❶
社
会
福
祉
士
（
総
合
相
談
・

権
利
擁
護
他
、
要
支
援
ケ
ア

プ
ラ
ン
作
成
）

❷
主
任
介
護
支
援
専
門
員

　
（
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
、
要
支
援
ケ
ア

プ
ラ
ン
作
成
）

資
格
要
件
（
❶
❷
を
満
た
す
）

❶
社
会
福
祉
士
ま
た
は
、
主
任

介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を

有
す
る
人

❷
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有

し
、
年
齢
60
歳
未
満
の
人

募
集
人
数　
　

　

社
会
福
祉
士
１
人

　

主
任
介
護
支
援
専
門
員
１
人

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

社
会
福
祉
士
・

主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
募
集
に
つ
い
て

任
用
期
間　
平
成
27
年
7
月

1
日
～
平
成
28
年
３
月
31
日

勤
務
時
間　
午
前
8
時
30
分

～
午
後
５
時
（
土
日
・
祝
日

を
除
く
）

賃
金　
月
額
18
万
５
０
０
円

（
賞
与
あ
り
、
交
通
費
別
途

支
給
）
社
会
保
険
、
雇
用
保

険
、
労
災
保
険
あ
り

申
込
み
方
法　
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
資

格
証
、
運
転
免
許
証
の
写
し

と
あ
わ
せ
て
長
寿
福
祉
課
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
市

役
所
本
館
１
階
、
〒
６
５
６

‐
０
４
９
２ 

市
善
光
寺
22
番

地
１
）
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

申
込
期
限 

６
月
22
日（
月
）

選
考
方
法　
面
接
試
験

問
長
寿
福
祉
課 

地
域
包
括
支
援

　

セ
ン
タ
ー
☎
43
・
５
２
３
７

　  募  集

　

介
護
保
険
認
定
調
査
員
の
募
集
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
認
定
調
査
員
（
長

寿
福
祉
課
勤
務
）
を
1
人
募
集

し
て
い
ま
す
。

勤
務
内
容　
介
護
保
険
要
介

護
・
要
支
援
認
定
申
請
者
に

対
す
る
調
査
業
務

資
格
要
件
（
❶
❷
を
満
た
す
）

❶
介
護
支
援
専
門
員
・
看
護
師
・

保
健
師
・
社
会
福
祉
士
・
介

護
福
祉
士
等
の
資
格
を
有

す
る
人

❷
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有

し
、
年
齢
60
歳
未
満
の
人

任
用
期
間
　
平
成
27
年
７
月

１
日
～
平
成
28
年
３
月
31
日

申
込
期
限 

６
月
22
日（
月
）

勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
（
土
日
・
祝
日

を
除
く
）

賃
金　
月
額
18
万
５
０
０
円

（
賞
与
あ
り
、
交
通
費
別
途

支
給
）
社
会
保
険
、
雇
用
保

険
、
公
務
災
害
補
償
加
入

選
考
方
法　
面
接
試
験

申
込
み
方
法　
履
歴
書
と
、
現

在
有
す
る
資
格
の
証
明
証
の

写
し
を
添
付
の
う
え
、
長
寿
福

祉
課
（
市
役
所
本
館
１
階
、
〒

６
５
６
‐
０
４
９
２ 

市
善
光

寺
22
番
地
１
）
へ
持
参
ま
た
は

郵
送

問
長
寿
福
祉
課

　

☎
43
・
５
２
１
７

　

下
水
道
区
域
、「
八
木
、松
帆
」で
拡
大

区
域
の
拡
大

　

６
月
１
日
か
ら
、
八
木
・
榎

列
処
理
区
の
立
石
、
国
分

の
一
部
、
松
帆
・
湊
処
理

区
の
北
方
の
一
部
区
域
で

下
水
道
が
利
用
で
き
ま
す
。

◆
下
水
道
整
備
が
完
了
し
て
い

る
地
域
に
お
住
ま
い
の
人
は
、

早
期
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

早
期
接
続
に
奨
励
金
交
付

▽
下
水
道
の
供
用
開
始
後
１

年
以
内
に
公
共
ま
す
に
つ

な
ぎ
込
み
を
し
た
人
は
、

３
万
２
４
０
円

▽
１
年
を
超
え
２
年
以
内
の
場

合
は
、
１
万
５
１
２
０
円

▽
２
年
を
超
え
３
年
以
内
の
場

合
は
、
７
５
６
０
円

問
下
水
道
課
☎
43
・
５
２
２
８

　  募  集

　 　

福
祉
用
具
貸
与
に
つ
い
て

条
件　

要
支
援
・
要
介
護
認

定
を
受
け
て
居
宅
で
生
活

し
て
い
る
人

※
サ
ー
ビ
ス
計
画
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
詳
し
く
は
担

当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
福

祉
用
具
専
門
相
談
員
に
ご

相
談
く
だ
さ
い

対
象
品
目　

　

❶
車
い
す 

❷
車
い
す
付
属

品 

❸
特
殊
寝
台 

❹
特
殊
寝

台
付
属
品 

❺
床
ず
れ
防
止

用
具 

❻
体
位
変
換
器 

❼
認

知
症
老
人
徘
徊
感
知
機
器
❽

移
動
用
リ
フ
ト
（
つ
り
具
の

部
分
を
除
く
） 

❾
介
助
用
ベ

ル
ト 

�
自
動
排
泄
処
理
装

置 

�
手
す
り 

�
ス
ロ
ー
プ

　

�
歩
行
器 

�
歩
行
補
助
つ
え

※
原
則
❶
～
❾
は
要
介
護
２
～

５
、
�
は
要
介
護
４
、５
の

人
が
対
象
と
な
り
ま
す
が
、

例
外
的
に
要
支
援
１
、
２
、

要
介
護
１
の
人
で
も
対
象

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

住
宅
改
修
の
補
助

条
件　

要
支
援
・
要
介
護
認

定
で
居
宅
で
生
活
す
る
人

限
度
額　

20
万
円
（
限
度
額

内
で
９
割
相
当
分
を
支
給
）

利
用
方
法

❶
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
相
談
。

改
修
の
理
由
書
や
見
積
書
な

ど
を
添
え
て
市
へ
事
前
申
請

❷
工
事
を
実
施
。
費
用
は
、
一

旦
全
額
自
己
負
担

❸
領
収
書
と
工
事
費
の
内
訳
が

わ
か
る
書
類
（
改
修
前
後
の

写
真
等
）
を
市
へ
提
出

❹
審
査
後
、
限
度
額
内
で
改
修

費
の
９
割
相
当
分
を
支
給

対
象
工
事　

❶
手
す
り
の
取

り
付
け 

❷
段
差
解
消 

❸
洋

式
便
器
等
へ
の
便
器
の
取

替
え 

❹
引
き
戸
な
ど
へ
の

取
替
え 

❺
滑
り
防
止
や
移

動
の
円
滑
化
の
た
め
の
床

材
の
変
更
な
ど

※
た
だ
し
、
❷
、
❸
と
も
に
、

平
成
27
年
8
月
1
日
か
ら
、

一
定
所
得
以
上
の
人
は
、
限

度
額
内
で
８
割
相
当
分
を
支

給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

  １

問
長
寿
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
５

条
件　

要
支
援
・
要
介
護
認

定
を
受
け
て
居
宅
で
生
活

し
て
い
る
人

※
指
定
を
受
け
て
い
な
い
販
売

店
か
ら
購
入
し
た
場
合
は
、

給
付
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん

限
度
額　

年
間
10
万
円
（
限

度
額
内
で
９
割
相
当
分
を

支
給
）

利
用
方
法

❶
指
定
販
売
店
で
必
要
な
福
祉

用
具
を
購
入

❷
申
請
書
、
カ
タ
ロ
グ
の
写
し
、

領
収
書
を
市
へ
提
出
（
費
用

は
、
一
旦
全
額
自
己
負
担
）

❸
審
査
後
、限
度
額
内
で
購
入

費
の
９
割
相
当
分
を
支
給

対
象
品
目　

❶
腰
掛
便
座

　
❷
特
殊
尿
器 

❸
入
浴
補
助

用
具 

❹
簡
易
浴
槽 

❺
移
動

用
リ
フ
ト
の
つ
り
具
の
部
分 

❻
便
座
の
底
上
げ
部
材

　
❼
自
動
排
泄
処
理
装
置
の
交

換
可
能
部
分

福
祉
用
具
購
入
費
支
給
に
つ
い
て

  ２

  ３

　

地域 実施日 時間 面積

沼島
６月２日（火）
６月2３日（火）

午
前
５
時
頃 

～ 

午
前
９
時

35.0

ha

　湊　
湊里

伊加利
志知

６月３日（水）
６月2４日（水）

200.0

ha

湊里
志知

６月４日（木）
６月25日（木）

150.0

ha

 

松
く
い
虫
対
策
、航
空
防
除
を
行
い
ま
す

　

貴
重
な
松
林
を
松
く
い
虫
の

被
害
か
ら
守
る
た
め
、山
中
の
松

林
へ
薬
剤
の
空
中
散
布
を
行
い

ま
す
。　

散
布
地
域
に
お
住
い
の

人
、お
出
か
け
の
人
は
、ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

万
一
、薬
剤
散
布
が

原
因
と
疑
わ
れ
る
症
状
が
出
た

人
は
、医
療
機
関
で
農
薬
中
毒
に

対
す
る
処
置
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

問
洲
本
農
林
水
産
振
興
事
務
所

　

森
林
課
☎
26
・
２
１
０
３

問
農
林
水
産
課

　

☎
43
・
５
２
２
３

※
散
布
当
日
は
、散
布
地
域
の
山
林

　

に
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
！

　　ご注意 　
情
報
公
開
制
度
と
個
人
情
報
保
護
制
度

　

情
報
公
開
制
度
は
、市
政
に
関

す
る
情
報（
公
文
書
）の
開
示
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

個
人
情
報
保
護
制
度
は
、市

が
保
有
す
る
個
人
情
報
に
つ
い

て
管
理
ル
ー
ル
を
定
め
る
と
と

も
に
、本
人
か
ら
の
請
求
に
よ

り
自
己
に
関
す
る
情
報
の
開
示

や
訂
正
な
ど
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。

　

開
示
請
求
に
つ
い
て
は
、公
文

書
ま
た
は
個
人
情
報
を
保
有
し
て

い
る
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

平
成
26
年
度
の
両
制
度
の
運

用
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

情
報
公
開
制
度　

　

７
件
の
開
示
請
求
が
あ
り
、
全

て
を
部
分
開
示
と
し
ま
し
た
。

個
人
情
報
保
護
制
度　

　

５
件
の
開
示
請
求
が
あ
り
、

１
件
を
全
部
開
示
、
３
件
を

部
分
開
示
、
１
件
を
不
開
示

と
し
ま
し
た
。

問
総
務
課
☎
43
・
５
０
０
１

           

運
用
状
況
の
公
表
に
つ
い
て



広報  

12

お知らせ

★
大
会
結
果
は
、秘
書
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。☎
43
・
５
２
０
４ 

F 

43
・
５
３
０
４
、市
大
会
規
模
以
上

※
大
会
結
果
は
大
会
主
催
者
側
か
ら
の
情
報
提
供
に
基
づ
き
、作
成
し
て
お
り
ま
す

13 2015.6.1発行

　　　 みなさんのお役に立ちます
　　○植木剪定　　○大工・左官仕事　　○農作業　　○除草・草刈　　○軽作業

　　○施設管理　　○清掃　　○毛筆筆耕　　○家事手伝い（掃除・洗濯・食事支度）など

　　 お気軽にお電話下さい           どんな仕事でもご相談下さい         

　（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　　〒 656-0478　南あわじ市市福永 358-1（三原庁舎内）
　　TEL ／ 0799-42-5339　　FAX ／ 0799-42-6044

広田事業所　TEL ／ 0799-45-0012

福良事業所　TEL ／ 0799-52-0070

西 淡 窓 口　TEL ／ 0799-36-2083

会　員
募集中

クルマのメンテナンスは、
　　黄色い看板の

　　
認証工場まで！

ク
ル
マ
の

車
検
も
整
備
も

お
ま
か
せ

く
だ
さ
い
！

兵庫県自動車整備振興会 南あわじブロック

大切な家族や地球を守るために日常点検や定期点検が必要です。

あなたのまちのケーブルテレビ さんさんネット

さんさんネット ６月番組の見どころ

さんさんニュース
　　　　　※平日午後７時３０分更新

◆６月１日（月）、３日(水）、４日（木）、８日(月）
　市内中学生が職場体験
　『トライやる・ウィーク』(全４回）

◆６月 ２日（火）　
　榎列小学校＆賀集小学校 運動会　
◆６月 ３日（水）
　鱧供養祭
◆６月12日（金）
　第62回 南あわじ市議会 定例会
◆６月19日（金）
　『第３回 お茶の間川柳』優秀作品発表！

撮っておき☆　　　　　　　　
　　　※毎週月曜日 午後８時更新

◆６月 １日（月）～　淡路だんじり祭①
◆６月 ８日（月）～　淡路だんじり祭②
◆６月15日（月）～　淡路だんじり祭③
◆６月22日（月）～　広田小中学校 合同体育会

◆ニュースの放送時間：午前７時30分、午後0時30分、午後７時30分、深夜０時30分◆
６月 月曜日～金曜日 土曜日・日曜日
午前６時 お知らせ お知らせ　
午前７時 キッズ等特集 さんさんニュース

再放送午前７時 30分 さんさんニュース
午前８時

撮っておき☆ 撮っておき☆
午前９時

午前 10時 お知らせ お知らせ

午前11時 行政からのお知らせ 行政からのお知らせ
正午 キッズ等特集 さんさんニュース

再放送午後０時 30分 さんさんニュース
午後１時

撮っておき☆ 撮っておき☆
午後２時

午後３時 行政からのお知らせ 行政からのお知らせ

午後４時 お知らせ お知らせ

午後５時 行政からのお知らせ 行政からのお知らせ

午後６時 情報交換！ご近所テレビ 情報交換！ご近所テレビ

午後７時 キッズ等特集 さんさんニュース
再放送午後７時 30 分 さんさんニュース

午後８時
撮っておき☆ 撮っておき☆

午後９時

午後 10 時 お知らせ お知らせ

午後 11 時 行政からのお知らせ 行政からのお知らせ

深夜０時 キッズ等特集 さんさんニュース
再放送深夜０時３０分 さんさんニュース

深夜１時 ショップチャンネル ショップチャンネル

さんさんニュースが変わります！

　
タ
マ
ネ
ギ
残
さ
は
、

処
理
施
設
へ

受
入
時
間　

　

平
日
の
午
後
１
時
～
４
時

場
所  

❶
神
代
セ
ン
タ
ー

　

❷
北
阿
万
セ
ン
タ
ー

利
用
料
金　

農
家
１
５
０
円

／
20
㎏
（
利
用
料
３
０
０
円

の
半
額
を
市
が
助
成
）

※
炭
化
物
は
３
０
０
円
／
40
ℓ

（
約
５
㎏
）
で
販
売

問
農
林
水
産
課

   

☎
43
・
５
２
２
３

問
バ
イ
オ
マ
ス
施
設
管
理
組
合

　

☎
42
・
０
３
５
６

　
6
月
は
豊
か
な
む
ら
を

災
害
か
ら
守
る
月
間

　

こ
の
時
期
は
、
た
め
池
、
山

崩
れ
、
地
す
べ
り
な
ど
の
災
害
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

 

ま
た
、
万
が
一
に
備
え
て
、
た

め
池
や
裏
山
な
ど
の
危
険
な
個

所
を
見
て
回
る
ほ
か
、
い
ざ
と
い

う
と
き
の
た
め
に
、
避
難
場
所
や

避
難
経
路
を
確
認
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

 

問
洲
本
土
地
改
良
事
務
所

    

☎
26
・
２
１
１
８

 
問
市
役
所 

農
地
整
備
課　

    
☎
43
・
５
２
２
５

　
女
性
農
業
教
室
受
講
生
募
集

　

農
業
や
生
活
に
関
連
す
る
講

座
の
ほ
か
、
加
工
に
適
し
た
果

樹
な
ど
の
栽
培
方
法
、
ま
た
、

女
性
農
業
者
が
簡
単
・
安
全
に

使
え
る
農
業
機
械
の
実
演
講

習
会
、
農
作
業
の
ス
ト
レ
ス
を

お
花
で
解
消
す
る
な
ど
の
内
容

（
計
５
回
）
で
す
。

開
催
期
間 

７
月
～
12
月

募
集
対
象 

市
内
の
農
業
に
携

わ
る
女
性
農
業
者

定
員 

30
人

申
込
締
切 

６
月
18
日
（
木
）

申
込
み
方
法 

「
女
性
農
業
教

室
受
講
希
望
」
と
明
記
し
、

電
話
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
生
年
月
日
を
記
入
の

う
え
、
農
林
水
産
課
ま
で
提

出
願
い
ま
す
（
様
式
無
し
）

問
農
林
水
産
課
☎
43
・
５
２
２
３

屋根工事
面積 新築 改築

150㎡以上 20万円 10 万円

110㎡以上
150㎡未満

15万円 7 万 5 千円

110㎡未満 10万円 5 万円

　

淡
路
瓦
屋
根
工
事
奨
励
金
に
つ
い
て

　

淡
路
瓦
を
使
用
し
た
個
人
住

宅
の
新
築
・
改
築
を
し
た
建
築

主
に
対
し
「
淡
路
瓦
屋
根
工
事

奨
励
金
」を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
（
次
の
す
べ
て
の
条
件

に
該
当
す
る
人
）

❶
新
築
・
改
築
後
２
年
以
内

❷
屋
根
工
事
面
積
が
20
㎡
以
上

の
住
宅
で
、
葺
き
替
え
の
場

合
は
瓦
使
用
部
分
の
80
％

以
上
を
葺
き
替
え

❸
店
舗
等
併
用
住
宅
の
場
合
は

住
居
部
分
が
２
分
の
１
以
上

❹
兵
庫
県
住
宅
再
建
共
済
制
度

（
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済
）
に
加
入

❺
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

奨
励
金
額　
新
築
に
対
し
、

屋
根
工
事
費
の
20
％
以
内

の
額
を
、
ま
た
改
築
（
葺
き

替
え
）
に
対
し
て
は
、
屋
根

工
事
費
の
10
％
以
内
の
額

と
定
め
て
い
ま
す
。（
但
し
、

面
積
に
よ
り
上
限
が
あ
り

ま
す
）
次
表
参
照
。

　  奨励金

○
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載

大

会

結

果

◆
第
９
回
南
あ
わ
じ
市
長
杯

ペ
タ
ン
ク
大
会
（
４
月
19
日
、
灘

漁
港
グ
ラ
ウ
ン
ド
）　

【
団
体
戦
１
部
】 

①
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
‐
Ａ

②
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
‐
Ｂ

③
名
球
会
Ｂ

【
団
体
戦
２
部
】 

①
ア
ナ
ガ
ク
ラ
ブ

②
名
球
会
Ｄ

③
淡
路
三
原
高
校

【
団
体
戦
３
部
】 

①
し
づ
お
り
チ
ー
ム

②
賀
集
卓
球
健
康
教
室

③
ゆ
ず
る
は
ク
ラ
ブ
Ａ

【
ダ
ブ
ル
ス
戦
１
部
】

①
藤
平
・
飛
松
組（
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
）

【
ダ
ブ
ル
ス
戦
３
部
】

①
南
・
清
水
組（
し
づ
お
り
チ
ー
ム
）

②
榎
本
・
庄
田
組（
マ
キ
ハ
ウ
ス
）

③
原
口
・
松
崎
組（
賀
集
卓
球
健
康
教
室
）

③
高
田
・
菅
組（
し
づ
お
り
チ
ー
ム
）

【
ダ
ブ
ル
ス
戦
２
部
】

①
保
居
・
北
原
組（
ア
ナ
ガ
ク
ラ
ブ
）

②
熊
橋
・
樫
本
組（
西
淡
日
曜
チ
ー
ム
）

③
苫
屋
・
田
原
組（
西
淡
木
曜
チ
ー
ム
）

②
桑
島
・
近
藤
組（
名
球
会
）

③
奈
良
・
北
井
組（
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
）

③
中
田
・
榎
本
組（
ア
リ
ス
）

◆
南
あ
わ
じ
市
内
ふ
れ
あ
い

卓
球
大
会
（
４
月
26
日
、
三
原
健

康
広
場
）　

【
決
勝
戦
】 

①
ポ
ニ
ョ

　
（
野
口
浩
一
・
山
口
淑
子
）

②
え
び
す
エ
ン
ペ
タ

　
（
喜
田
大
史
良
・
喜
田
仁
美
）

③
潮
美
台
B

　
（
干
潟
勲
・
細
見
敏
雄
）

③
潮
美
台
Ｄ

　
（
山
口
幸
雄
・
村
上
順
子
）

【
交
流
戦
】 

①
津
井
A（
小
丸
博
美
・
雨
堤
義
男
）

②
ハ
ー
ブ（
西
口
諭
・
小
林
久
美
子
）

※
平
成
28
年
４
月
１
日
よ
り
改

築
（
葺
き
替
え
）
に
つ
い
て
、

補
助
率
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
に

着
工
す
る
場
合
、
新
築
と
同

様
の
扱
い
と
し
、
屋
根
工
事

費
の
20
％
以
内
の
額
に
引
き

上
げ
る
予
定
で
す
。

問
商
工
観
光
課
43
・
５
２
２
１

月曜日～金曜日	の週５回更新！
問さんさんネット ☎43-2345

～地域の旬の話題をイチ早くお届けします♪～

※放送日程は都合により変更になる場合があります
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第
37
回
慶
野
松
原
花
火
大
会

　
　
　
　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火

▽
日
程　

７
月
25
日
（
土
）

　

午
後
８
時
～

▽
場
所　

慶
野
松
原
海
水
浴
場

▽
料
金　

１
万
円
～

▽
申
込
締
切　

７
月
上
旬

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
商
工
観
光
課
☎
43
・
５
２
２
１

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

政
令
月
収
15
万
８
千
円
以
下
対
象

※
裁
量
階
層（
新
婚
世
帯
、義
務
教

育
終
了
前
の
子
供
の
い
る
世
帯
等

は
、21
万
４
千
円
以
下
）

▽
富
田
住
宅（
神
代
）

　

1
戸
、Ｂ
棟
１
０
１
号
、３
Ｄ
Ｋ
、

単
身
不
可
、
平
成
元
年
度
建

築
。家
賃
月
額
１
万
９
８
０
０
円

～
３
万
９
０
０
０
円（
共
益
費
別

途
）

▽
四
季
の
丘
団
地（
阿
万
）

　

１
戸
、Ｆ
棟
２
号
、３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、単

身
不
可
、平
成
16
年
度
建
築
。

家
賃
月
額
２
万
２
２
０
０
円
～

４
万
３
７
０
０
円（
共
益
費
別

途
）、駐
車
１
台
月
額
２
５
０
０
円

28
日
（
日
）

▽
時
間　

❶
午
前
８
時
30
分
～
午

後
７
時
❷
午
前
10
時
～
午
後
５
時

問
神
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
０
７
８
・
３
９
２
・
１
８
２
１

学
童
保
育
支
援
員

▽
内
容　

夏
休
み
中
、小
学
校
の

児
童
に
、遊
び
を
通
し
た
生
活

指
導
等
を
行
う

▽
期
間　

７
月
16
日（
木
）～
９
月

30
日（
水
）

▽
勤
務
時
間　

午
前
８
時
～
午
後

６
時
の
う
ち
7
時
間
30
分
以
内

※
相
談
に
応
じ
ま
す

▽
場
所　

市
内
の
学
童
保
育
所

▽
賃
金　

❶
有
資
格
者
（
教
員

免
許
も
し
く
は
保
育
士
資
格
）

＝
時
給
９
０
０
円
❷
そ
の
他
＝

時
給
８
７
０
円
❸
学
生
＝
時
給

８
０
０
円

※
交
通
費
別
途
支
給
、労
災
保
険
あ
り

（
屋
根
付
き
５
０
０
０
円
）

◇
申
込
締
切
日　

６
月
15
日（
月
）

◇
公
開
抽
選
日　

６
月
24
日（
水
）

　

午
前
10
時
。市
役
所
本
館
１
階

▽
申
込　

都
市
計
画
課

問
都
市
計
画
課
☎
43
・
５
２
２
７

図
書
館
の
夏
季
ア
ル
バ
イ
ト

▽
期
間　

７
月
19
日
（
日
）
～
８

月
30
日
（
日
）
の
う
ち
30
日
程
度

▽
勤
務
先　

市
立
図
書
館
ま
た
は

中
央
公
民
館
図
書
室
（
旧
三
原

図
書
館
）

▽
人
数　

４
人
（
各
館
２
人
）

▽
勤
務
時
間　

❶
午
前
８
時
30
分

～
午
後
３
時
30
分
❷
午
前
10
時

15
分
～
午
後
５
時
15
分
❸
午
後

１
時
15
分
～
午
後
７
時
15
分（
図

書
室
は
午
後
１
時
～
午
後
７
時

ま
で
）

▽
賃
金　

時
給
８
７
０
円
（
学
生

　

は
８
０
０
円
）

▽
応
募
資
格　

市
内
在
住
で
18
歳

　

以
上
（
高
校
生
不
可
）

▽
選
考
方
法　

面
接
試
験

▽
試
験
日　

６
月
24
日（
水
）

▽
申
込
方
法　

履
歴
書
、
司
書
資

格
書
の
写
し
（
有
資
格
者
の
み
）

を
市
立
図
書
館
に
持
参

▽
申
込
締
切　

６
月
12
日
（
金
）

問
市
立
図
書
館
☎
53
・
０
２
３
４

▽
申
込
方
法　

所
定
の
登
録
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、有

資
格
者
は
資
格
証
明
書
の
写
し

を
添
え
て
郵
送
ま
た
は
体
育
青

少
年
課
ま
で
持
参

▽
申
込
締
切　

６
月
30
日（
火
）

問
体
育
青
少
年
課
☎
43
・
５
２
３
４

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
事
業

　

兵
庫
県
と
南
あ
わ
じ
市
で
は
、

地
域
の
見
守
り
力
の
向
上
を
図
る

た
め
、
ま
ち
づ
く
り
防
犯
グ
ル
ー

プ
等
の
地
域
団
体
が
行
う
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
に
要
し
た
経
費
の
一

部
に
対
し
て
、
１
か
所
当
り
上
限

16
万
円
（
県
８
万
円
＋
市
８
万
円
）

の
補
助
を
行
い
ま
す
。

▽
募
集
締
切　

７
月
17
日
（
金
）

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
危
機
管
理
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
洲
本
巡
回
相
談

▽
　

内
容　

職
業
相
談
及
び
職
業
紹
介

▽
対
象
者　

生
活
保
護
受
給
者
、

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
及
び
住

宅
支
援
給
付
受
給
者
等
の
就
労

支
援
を
必
要
と
す
る
者

▽
日
時　

６
月
９
日（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館
１
階

※
事
前
申
込
が
必
要

問
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

慶
野
松
原
荘
ス
タ
ッ
フ
等

◆
応
接
ス
タ
ッ
フ

▽
勤
務
時
間　

午
前
10
時
30
分
～

午
後
11
時
の
内
7
時
間
程
度

※
時
間
相
談
可

▽
賃
金　

時
給
８
８
０
円
以
上

◆
夏
季
ア
ル
バ
イ
ト

▽
内
容　

客
室
清
掃
、
配
膳
、
屋

外
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ス
タ
ッ
フ

▽
勤
務
時
間　

相
談
可

※
夕
方
か
ら
の
出
勤
可

▽
賃
金　

時
給
８
８
０
円
以
上

慶
野
松
原
海
水
浴
場

　
　
　
　
夏
季
ア
ル
バ
イ
ト

▽
職
種　

❶
キ
ャ
ン
プ
場
ア
ル
バ

イ
ト
❷
海
の
家
ア
ル
バ
イ
ト

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

▽
期
間　

７
月
上
旬
～
８
月
下
旬

脂
肪
燃
焼
野
菜
ス
ー
プ
試
食

＆
健
康
講
座
（
要
予
約
）

　

太
り
に
く
く
痩
せ
や
す
い
体
に

体
質
改
善
を
目
指
す
た
め
に
、
健

康
管
理
士
に
よ
る
健
康
ダ
イ
エ
ッ

ト
講
座
と
試
食
を
開
催
し
ま
す
。

（
健
康
相
談
込
み
）

▽
日
時　

６
月
７
日
（
日
）

　

午
後
１
時
～
３
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館
（
旧
三
原

　

公
民
館
）

▽
参
加
費　

５
０
０
円

問
ス
リ
ー
ハ
ー
ト
倶
楽
部（
近
藤
）

　

☎
０
９
０
・
５
８
８
８
・
６
４
０
３

投
資
詐
欺
に
注
意
!!

　

未
公
開
株
、エ
ネ
ル
ギ
ー
株
な

ど
様
々
な
投
資
商
品
に
つ
い
て
、投

▽
賃
金　

時
給
８
５
０
円
以
上

問
国
民
宿
舎
慶
野
松
原
荘

　

☎
36
・
３
３
９
１

税
務
職
員
募
集

▽
資
格　

❶
高
卒
見
込
み
の
者
及

び
高
卒
後
３
年
を
経
過
し
て
い
な

い
者（
平
成
24
年
４
月
１
日
に
卒

業
し
た
者
）❷
人
事
院
が
❶
に
掲

げ
る
者
に
準
ず
る
と
認
め
る
者

▽
申
込
期
間　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

＝
６
月
22
日（
月
）～
７
月
１
日

（
水
）、郵
送
・
持
参
＝
６
月
22
日

（
月
）～
24
日（
水
）

▽
第
１
次
試
験
日　

９
月
６
日（
水
）

※
採
用
予
定
数
等
詳
し
く
は
人
事

院
ホ
ー
ム
ー
ペ
ー
ジ
に
掲
載

問
大
阪
国
税
局
試
験
係

　

☎
06
・
６
９
４
１
・
５
３
３
１

問
洲
本
税
務
署
総
務
課

　

☎
24
・
１
２
１
２

全
国
一
斉「
子
ど
も
の
人
権

　
　
　
１
１
０
番
」強
化
週
間

　

い
じ
め
、
体
罰
、
児
童
虐
待
な

ど
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権

問
題
に
つ
い
て
、
電
話
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。

☎
０
１
２
０
・
０
０
７
・
１
１
０

▽
日
程　

❶
６
月
22
日
（
月
）
～

26
日
（
金
）
❷
６
月
27
日
（
土
）・

資
詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

悪
質
業
者
は
言
葉
巧
み
に
投
資

話
を
持
ち
掛
け
て
き
ま
す
。お
金

を
渡
す
前
に
、迷
わ
ず
、近
畿
財
務

局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
き
ん
ざ
い
金
融
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
06
・
６
９
４
９
・
６
２
５
９

サ
ン
プ
ー
ル
で
ス
イ
ミ
ン
グ

　
　
　
　
　
１
日
無
料
体
験
会

▽
内
容　

ベ
ビ
ー
ク
ラ
ス
、
お
と

　

な
ク
ラ
ス

▽
日
時　

６
月
２
日
（
火
）
～
27

　

日
（
土
）

※
時
間
等
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い　

問
南
あ
わ
じ
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

　

☎
42
・
４
９
９
４

丸
山
魚
彩
館
・
海
釣
り
公
園

             

周
辺
の
美
化
活
動

▽
日
時　

６
月
17
日
（
水
）
午
前

７
時
～
約
１
時
間
。
雨
天
中
止

▽
集
合　

魚
彩
館
駐
車
場

問
南
あ
わ
じ
観
光
案
内
所

　

☎
52
・
２
３
３
６

瓦
ば
ん

情
報
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　 ６月の
　 無料相談

ご
案
内

募
　
集

新
鮮
な
野
菜
・
魚
介
類
の
販
売

「
地ち

産さ
ん

地ち

消
し
ょ
う

」
の
直
売
所

◆
美
菜
恋
来
屋
ほ
ん
ま
も
ん
市
場

▽
日
時　

定
休
日
毎
週
火
曜
日

▽
午
前
９
時
～
午
後
６
時

▽
場
所　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
隣

問
事
務
局
☎
43
・
３
７
５
１

◆
う
ず
し
お
朝
市

▽
日
時　

毎
月
第
４
日
曜
日

　

午
前
９
時
～
正
午

▽
場
所　

福
良
漁
業
協
同
組
合

問
福
良
漁
協
☎
52
・
０
０
６
４

◆
し
づ
お
り
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
7
時
～
10
時

▽
場
所　

倭
文
ま
ち
づ
く
り
の
丘

問
事
務
局
☎
46
・
０
１
０
９

◆
幡
多
の
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
７
時
～
11
時

▽
場
所　

中
央
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
隣

問
事
務
局
☎
42
・
２
０
４
７

◆
と
れ
た
て
わ
ー
る
ど

▽
日
時　

年
中
無
休

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
９
時

▽
場
所　

シ
ー
パ
内　

問
事
務
局
☎
36
・
０
１
６
４

◆
福
良
マ
ル
シ
ェ

▽
日
時　

年
中
無
休

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

▽
場
所　

う
ず
し
お
広
場
内　

問
事
務
局
☎
52
・
１
２
４
４

ホームドクターアリス 
しろあり・害虫駆除の専門店 

南あわじ市北阿万筒井76-1 

問☎55-0800 
調査・見積 
　 無料！ 

地元の業者にお任せを！ 
気軽にご連絡ください。 
　　　相談受付中 

しろあり・ハチ

いや～な虫の 駆除と予防

市民無料法律相談（先着９人）
◆内容　市顧問弁護士による相談
◆日時　9日（火）・2５日（木）13:30～16:30
◆場所　市役所本館
問市民課☎43-5212（予約必要）
特設人権相談
　６月1日の「人権擁護委員の日」を記念
し、特設人権相談所を開設します。人権擁
護相談員が家庭内や近隣関係など、身の
回りの人権に関する悩みごとや相談をお
受けします。
◆日時　6月２日（火）13:00～16:00
◆場所　広田地区公民館(旧緑公民館)、湊
　地区公民館(旧西淡公民館)、市役所本館、
　福良地区公民館(旧南淡公民館)
問市民課☎43-5212（予約不要） 
司法書士会による相談（先着８人）
◆内容　登記・法律相談・成年後見に関
　　　　する相談
◆日時　17日（水）18:00～21:00
◆場所　洲本文化体育館
◆申込　ひろせ法務事務所
　　　　司法書士 廣瀬政行まで
　　　　☎33-0217（予約必要） 

行政書士による相談（先着３人）
◆内容　農地法・相続・契約関係
◆日時　８日(月）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　土井惠一朗行政書士事務所
　　　    ☎53-1771（予約必要） 

住宅の耐震相談会
◆内容　住宅の耐震診断・改修などの相談
◆日時　24日（水）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　社家一級建築士事務所
　　　　☎0799-42-1018（予約必要）
教育相談
◆内容　保護者等の教育問題に対する相談 
◆日時　８日（月）13:00～15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　淡路教育事務所「教育相談窓口」
　　　　 ☎22-4152（予約必要）
母子相談
◆内容　母子・父子家庭や寡

か

婦
ふ

への相談
◆日時　毎週月水金の９:30～16:30
◆申込　子育て支援課☎43-5219
家庭児童相談
◆内容　子育てや子どものしつけ、不登
　　　　校、いじめ等に関する相談
◆日時　平日の９:30～16:30
◆申込　子育て支援課☎43-5239（直通）
 農地相談（先着4人）
◆内容　農地に関する相談 
◆日時　26日（金）13:00～16:30
問農業委員会事務局☎43-5236（予約必要）
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■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
ゆとりっく☎36-5789
サンプール☎42-4994
サイクリングターミナル☎42-5310
三原健康広場☎42-5630
南淡B&G海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター☎55-0652
賀集スポーツセンター☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
働く婦人の家☎43-2326
中央公民館☎43-5038
■市民交流センター
広田市民交流センター☎44-3008
倭文市民交流センター☎46-0001
松帆市民交流センター☎36-2137
湊市民交流センター☎37-3028
津井市民交流センター☎38-0680
丸山市民交流センター☎39-0210
阿那賀市民交流センター
　☎39-0011
伊加利市民交流センター
　☎39-0567
西淡志知市民交流センター
　☎36-5526
榎列・倭文市民交流センター
　☎42-2393
八木市民交流センター☎42-5956
市市民交流センター☎42-5957
神代市民交流センター☎42-5958
三原志知市民交流センター
　☎42-6343
福良市民交流センター☎50-3048
賀集市民交流センター☎54-0331
北阿万市民交流センター
　☎55-0055
潮美台市民交流センター
　☎52-0430
阿万市民交流センター☎55-0046
灘市民交流センター☎56-0001
沼島市民交流センター☎57-0001

ま
な
び
の
扉

2015.6.1発行

問市立図書館☎53-0234

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館
☆開館時間／9：30～19：00
　ただし、日曜日・祝日は17：00まで　（広田、
　湊地区公民館図書室は土曜日も17：00まで）
☆休館日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）

 

　　　

　

文化体育館

まなびの扉

シリー
ズ

広報  

講
演
会
の
案
内（
参
加
無
料
）

▽
内
容　

ス
マ
ホ
時
代
の
大
人
が

　

知
っ
て
お
き
た
い
こ
と

▽
講
師　

竹
内
和
雄
氏
（
兵
庫
県

　

立
大
学
）

▽
日
時　

６
月
21
日
（
日
）

　

午
後
１
時
15
分
～

▽
場
所　

中
央
公
民
館

※
講
演
終
了
後
、
子
ど
も
向
け
講

　

座
も
開
催

問
市
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
事
務
局（
社
会

　

教
育
課
内
）☎
43
・
５
２
３
２

第
１
３
４
回
神
代
天
体
観
測
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
木
星
を
見
よ
う
」

❶
神
代
小
学
校

▽
日
時　

６
月
14
日
（
日
）

　

午
後
7
時
30
分
～

※
天
候
不
良
時
は
神
代
公
民
館

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　

☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

❷
鳴
門
タ
ク
シ
ー
天
文
台
（
要
予
約
）

▽
内
容　

人
形
解
説
、
傾
城
阿
波

の
鳴
門　

順
礼
歌
の
段

※
６
日（
土
）、11
日（
木
）は「
太

夫
、三
味
線
、人
形
解
説
」「
戎

舞
」に
変
更

※
毎
週
水
曜
日
が
定
休
日

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

▽
内
容　

義
経
千
本
桜　

二
段
目

大
物
浦
の
段

▽
期
間　

９
月
ま
で

◆
土
文
芸　

淡
路
雑
俳
展

　（
淡
路
雅
交
会
）

▽
期
間　

７
月
11
日
（
土
）
ま
で

◆
淡
路
だ
ん
じ
り
展

▽
内
容　

梶
内
だ
ん
じ
り
㈱
所
蔵

　

名
品
の
数
々

▽
期
間　

７
月
２
日
（
木
）
ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

集
落
営
農
活
性
化
塾

　
　
　
　
　
　
　
受
講
者
募
集

　

将
来
の
集
落
内
の
農
地
に
不
安

が
あ
る
、
集
落
営
農
に
興
味
が
あ

る
、
集
落
営
農
を
考
え
る
き
っ
か

け
に
し
た
い
人
な
ど
を
対
象
に
開

催
し
ま
す
。

▽
内
容　

集
落
営
農
の
概
要
、
島

内
の
集
落
営
農
組
織
に
学
ぶ
、

先
進
地
視
察
な
ど

▽
開
催
回
数　

７
月
～
翌
年
３
月

の
平
日
に
４
～
５
回
（
予
定
）

▽
場
所　

市
内
ま
た
は
洲
本
市
内

の
会
場
お
よ
び
先
進
地
視
察

▽
対
象
集
落　

集
落
営
農
組
織
が

ま
だ
な
い
集
落
で
、
今
後
集
落

営
農
に
取
り
組
み
た
い
集
落
。

集
落
営
農
組
織
が
で
き
て
い

る
集
落
で
、
組
織
の
向
上
に
取

り
組
み
た
い
集
落

▽
定
員　

30
人
程
度

※
１
集
落
２
～
３
人

▽
費
用　

受
講
料
無
料
（
視
察
参

加
費
等
の
負
担
が
必
要
な
場

合
も
あ
り
ま
す
）

▽
応
募
方
法　

受
講
代
表
者
の
名

前
、
住
所
、
連
絡
先
を
連
絡
し

て
く
だ
さ
い

▽
応
募
締
切　

６
月
25
日
（
木
）

問
農
林
水
産
課
☎
43
・
５
２
２
３

発
掘
調
査
速
報
展

　

平
成
25
年
度
に
行
っ
た
平
石
遺

跡
（
湊
里
）
な
ど
の
発
掘
調
査
成

果
を
出
土
資
料
や
パ
ネ
ル
な
ど
で

展
示
し
て
い
ま
す
。

▽
日
程　

９
月
下
旬
ま
で

▽
場
所　

市
役
所
本
館
２
階
郷
土

　

資
料
ラ
ウ
ン
ジ

問
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

　

☎
42
・
３
８
４
９

第
４
回
南
あ
わ
じ
音
楽
祭

　
　
　
　
　
チ
ケ
ッ
ト
販
売
中

　

８
月
30
日（
日
）に
開
催
す
る「
第

４
回
南
あ
わ
じ
音
楽
祭
」
の
入
場

チ
ケ
ッ
ト
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

▽
チ
ケ
ッ
ト
代　

大
人
＝
２
０
０
０

円
、
高
校
生
以
下
＝
５
０
０
円

▽
販
売
所
中
央
公
民
館
、
パ
ル
テ

ィ
総
合
案
内
所
、
シ
ー
パ
総
合

案
内
所
、
ブ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル

問
音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
実
行
委

員
会
事
務
局
（
社
会
教
育
課
内
）

　

☎
43
・
５
２
３
２

学
校
保
健
会
講
演
会

▽
内
容　

発
達
障
害
の
早
期
の
気

づ
き
と
周
囲
の
関
わ
り
方
に
つ

い
て
、
具
体
的
に
説
明
し
ま
す
。

▽
日
時　

６
月
６
日
（
土
）

　

午
後
２
時
～

▽
場
所　

湊
地
区
公
民
館
（
旧
西

淡
公
民
館
）

▽
講
師　

松
本
恵
美
子
先
生
（
関

西
国
際
大
学
）

▽
入
場
料　

無
料

問
学
校
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
１

淡
路
人
形
座（
６
月
公
演
）

◆
通
常
公
演

▽
公
演
時
間　

午
前
10
時
、11
時
、

午
後
１
時
、２
時
、３
時

▽
日
時　

６
月
15
日
（
月
）

　

午
後
7
時
30
分
～

▽
場
所　

神
代
地
頭
方
１
６
７
６

問
鳴
門
タ
ク
シ
ー
天
文
台（
沼
田
）

　

☎
０
９
０
・
９
６
１
２
・
１
７
４
９

❶
❷
共
通　

保
護
者
同
伴

第
72
回
阿
波
お
ど
り
体
操

　
　
　
　
　
　　

　
講
習
会

▽
日
時　

６
月
６
日
（
土
）

　

午
後
８
時
～

▽
場
所　

福
良
地
区
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

問
阿
波
お
ど
り
体
操
振
興
協
会

　（
出
田
）
☎
55
・
１
１
１
１

映
画
を
創
っ
て
み
よ
う
!!
　
　

▽
内
容　

プ
ロ
か
ら
学
ん
で
、
映

画
を
創
ろ
う
。
創
っ
た
映
画

を
ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も
映
画

祭
に
応
募
し
よ
う
。　
　

▽
日
時　

❶
シ
ナ
リ
オ
編
６
月
20
日

（
土
）
～
21
日
（
日
）（
１
泊
２

日
）
❷
撮
影
編
７
月
18
日
（
土
）

～
20
日
（
月
）（
２
泊
３
日
）

▽
場
所　

国
立
淡
路
青
少
年
交
流

の
家

▽
対
象　

小
学
５
年
生
～
中
学
３

年
生

▽
参
加
費　

小
学
生
７
０
７
０
円

　

中
学
生
７
２
１
０
円

▽
募
集
組
数　

６
組
（
５
人
前
後

で
１
組
）

※
❶
❷
と
も
参
加
で
き
る
人

▽
申
込
締
切　

６
月
５
日
（
金
）

※
申
込
の
方
法
等
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
国
立
淡
路
青
少
年
交
流
の
家

　

☎
55
・
２
６
９
６

117

　この墨跡は、松
まつ ほ

帆地区の国
こく

清
せい

禅
ぜん

寺
じ

を開
かい

創
そう

した勝算和尚が書いた遺偈です。遺偈とは、

高僧が自らの死に臨んで、自分の感
かん

懐
かい

や信

仰の根
こん

幹
かん

、あるいは弟子

や後世への教訓などを

記したものです。勝算の

深い悟りの境地を表現し

ているであろうこの遺偈

は、『淡
あわ

路
じ

草
ぐさ

』、『味
み

地
ち

草
くさ

』、

『淡
あわ

路
じ

国
こく

名
めい

所
しょ

図
ず

絵
え

』に載
の

せられており、勝算の墨

跡の中で最も重要である

ことから平成11年に指

定されました。

市
指
定
　

勝
し
ょ
う

算ざ

ん

元げ

ん

妙
み
ょ
う

和お

尚
し
ょ
う

墨ぼ

く

跡せ

き「
遺ゆ

い

偈げ

」

初回トレーニング講習会
６月分受講者募集

問文化体育館☎50-5077

日 曜日 第１講習 第２講習

19 金 14:00～ 19:00～

28 日 10:00～ 15:00～

※子ども連れの受講はできません

●野球教室
前田　智徳監修（ポプラ社）

はじめて野球をプレイする
人、野球をはじめたばかりの
人に向けて、野球上達のポ
イントを、マンガパートと解
説パートでわかりやすく紹
介する。
試合や練習中によく使われ
る野球用語もまとめて収録。

●上質な人はシンプルに暮らす
細見　貴子著（ＫＡＤＯＫＡＷＡ）

●心に毒を持つ人たち　あなたを傷
つける「困った人」から身を守る方法　
ベルナルド・スタマテアス著（ＳＢクリエイティブ）シンプルとは、モノを持たな

いということではなく、価値
観に迷いがないこと。
パリスタイルを得意とするイ
ンテリアデザイナーが、２０
年間顧客セレブリティに接
する中で学んだ、満たされた
生活のためのヒントを紹介
する。

噂好きな人、ねたみ深い人、
高圧的な人、倫理観が壊れ
ている人、プライドが高い
人、平凡な人・・・。
心に毒を持つ人たちについ
て解説し、彼らを近づけない
ために実際の生活で活用で
きるテクニックを紹介する。

●パンダちゃん
福田　幸広しゃしん（そうえん社）

丸太から転げ落ちたり、どろ
んこ遊びしたり、笹の葉をむ
しゃむしゃ食べたり、木登り
したり･･･。
自然の中で遊んでいるパン
ダや、目の前でとらえた姿を
多数紹介します。
－おもわずだきしめたくな
るパンダが目のまえに－

　兵庫県と兵庫県議会、地方４団体が中心となり、民間団体の協力を得
て「平成27年ネパール地震兵庫県義援金募集委員会」を設立し、被災
者支援のための義援金を募集します。

募集締切　８月31日(月）まで
募集方法　下記の口座への振込み、もしくは県民局等に
　　　　　設置の募金箱にお願いします。

問同事務局（兵庫県企画県民部防災企画課内）☎078-341-7711

郵便振替口座　00910-1-274983
名義　平成27年ネパール地震兵庫県義援金募集員会

６月の図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

         １      2　           3       4       5      ６     

 ７      8       9      10     11     12    13 

 14    15    16     17     18     19     20     

 21    22    23     24     25     26    27   

 28    29    30   
月末整理

※○はおやすみです
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いきいき健康生活
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  ６月の健康カレンダー

18

町ぐるみ健診では２年に１回、偶数年齢で

乳がん検診・子宮頸がん検診を受けましょう

　子宮頸がん検診　子宮頸がん検診

　子宮頸がん細胞は原因となるHPV（ヒトパピローマ

ウイルス）の感染から５～10年で増殖するといわれて

います。子宮頸がんは、女性の命はもちろんのこと、

妊娠や出産の可能性まで奪ってしまう、生活や人生に

大きな影響を及ぼす病気ですが、定期的な検診によっ

てがんになる前の状態（前がん病変）を発見すること

ができ、がんになる前に治療が可能な病気です。

　町ぐるみ健診では、20歳以上の人に検診を推進して

います。先進諸国では60～80％の女性が受診していま

すが、日本の受診率は30％も満たしていません。市の

受診率も26年度は23.7％です。そのうち36人は.精密

検査が必要と診断されています。

乳がん検診乳がん検診

　乳がんは女性が患うがんの中で最も多いがんで、30歳

から64歳までの働き盛りの女性のがんによる死亡の1位

になっています。一生涯に一度は乳がんになる女性は数

年前までは20数人に1人と言われていましたが、最近で

は12人に1人とされています。自分の乳房の状態を把握し

ておくことが変化に気づく第一歩です。入浴する際など

に自分でも乳房をさわる習慣をつけましょう。検診を受

ける年齢に達していなくても、乳房にしこりや異常を感

じたら、専門の医療機関を受診するようにしましょう。

町ぐるみ健診では、40歳以上の人に検診を推進していま

す。先進諸国では60～80％の女性が受診していますが、

日本の女性の乳がん検診の受診率はわずか20％程度で

す。市の受診率も26年度は25.5％と低い状態ですが、14

人が乳がんと診断されています。

受診対象　40歳以上の女性で、平成28
　年4月1日現在において偶数年齢の人

受診の流れ　❶健康課へ申込む、
　❷健康課から受診票が届く、❸医療機

　関に予約して受診する

検診期間　平成27年５月25日～
　平成28年３月31日

検診項目　問診、視触診、マンモグラフィ
費用　1,700円（医療機関で支払い）

受診対象　20歳以上の女性で、平成28
　年4月1日現在において偶数年齢の人

受診の流れ　❶健康課へ申込む、　
　❷健康課から子宮がん検診受診票が
　届く、❸予約指定日に受診する（指
　定日に都合が悪い人は変更可能日時
　を設けています）
検診期間　町ぐるみ健診期間中(６月
　26日～９月7日)のうち12日間
　※日程は申込み者に通知します
費用　1,200円

 休日応急診療所（広域消防南淡分署横☎53-1536）

診察日  9：00～11：30
13：00～16：30 19：00～22：30

 ７日（日） 斉 藤 雅 文 医師 大 鐘 俊 彦 医師

14日（日） 穀 内 純 江 医師 穀 内 勇 夫 医師

21日（日） 高 田 育 明 医師 畑田 卓 也 医師

28日（日） 柴 田 亮 平 医師 渡 辺　 優 医師

時間外診療病院
月 平 成 病 院

火 平 成 病 院
八 木 病 院

水 中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院

平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00

小児救急医療

● 阿波踊り体操 （いずみ会主催）1回100円

内容  日 曜日　   時間 場所

阿波踊り体操
３ 水

10:00 ～ 緑保健福祉
センター17 水

※各種教室・相談のお問い合わせは、健康課（☎43-5218）まで

● 愛育班活動
内容   日   曜日 場所

愛育班活動　 １８ 木 　　　　沼島総合センター

● 健康相談・個別健康教室
内容  日 曜日　　　時間 場所

生活習慣病相談、栄
養相談、血圧測定、
体脂肪測定など

３ 水
　９:00 ～
　10:30

緑保健福祉センター
８ 月 中央公民館（旧三原公民館）
１5 月 湊地区公民館（旧西淡公民館）
24 水 福良地区公民館（旧南淡公民館）

認知症を支える家族の会　スマイル

　認知症の介護の悩みを一人で抱え込んでいま
せんか？日ごろの思いを話し合える場です。
日時　６月10日（水）14:00～15:00
場所　中央公民館２階　視聴覚室
問地域包括支援センター☎43-5237

◆小児夜間救急電話センター
　毎日午後10時～午前６時までの間、医師が輪番で小
児夜間救急診療を行っています。電話センターへ電話
していただくと看護師が症状を聞き、必要な時は当日
の担当医療機関を紹介します。
問小児夜間救急電話センター☎44-3799

◆休日小児救急診療
　日曜・祝日・年末年始の午前９時～11時30分、午後1
時～4時30分（受付時間）までの間、みなと元気館内の
洲本市応急診療所において、小児科医の輪番による小
児救急診療所を開設し、救急患者に対応しています。
問洲本市応急診療所☎24-6340

● 献血
  日   　曜日 　　     受付時間 場所

５ 金 11：30 ～ 16：00 　福良地区公民館
（旧南淡公民館）

毎年６月は「食育月間」
毎月19日は「食育の日」

　国は、毎年６月を「食育月間」、毎月19日を「食
育の日」としています。毎月19日には家庭で、地
域で、食育を広げていきましょう。
　南あわじ市では、平成27年度から10年計画
で健康南あわじ21（健康増進計画及び食育推進
計画（第２次））を施行しています。
問健康課☎43-5218

● いずみ会リーダー養成講座
内容  日 曜日　　時間 場所

食中毒予防・手洗
いチェック

23 火
　10:00 ～
　12:30

緑保健福祉
センター

● 乳幼児健康カレンダー　　 　 　　（　　）は対象
内容  日 曜日　  受付時間 場所

母親学級 18 木 13:15 ～ 13:30

緑保健福祉センター

４か月児健康診査
（27年1月生） ２

火 12:30 ～ 13:00
（27年２月生） 30
10か月児健康診査
（26年８月生）

23 火 12:30 ～ 13:00

１歳6か月児健康診査
（25年11月生）

９ 火 12:30 ～ 13:00

２歳児歯科健診
（25年３月生）

17 水 13:00 ～ 13:30

３歳児健康診査
（24年５月生）

16 火 12:30 ～ 13:00

就学前５歳児健康診査
（22年６月生）

22 月 12:30 ～ 13:00

強い歯大好き健診
（2４年３月･24年９月生）

10 水 13:15 ～ 13:45

育児相談
（26年４月生）

13:30 ～ 14:00
12 金

（26年11月生） 19 金
食育講座赤ちゃん栄養サロン
（27年1月生）

25 木 ９:45 ～ 10:00

遊びの教室（予約制） ４ 木 ９:30
発達支援相談（予約制） ４ 木 13:30 ～

問健康課☎43-5218

受けよう
！

受けよう
！

受けよう！町ぐるみ健診（６月26日から９月７日まで）。申込みは健康課（☎43-5218）まで 受けよう！町ぐるみ健診（６月26日から９月７日まで）。申込みは健康課（☎43-5218）まで

お申し込みは
健康課まで
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阿那賀診療所
☎39-0668

（月曜日）
9：00～12：00
14：00～17：00
（火曜日）
14：00～17：00
（金曜日）
9：00～12：00
16：00～17：00
（水・土曜日）
　9：00～12:00

伊加利診療所
☎39-0886

（金曜日）
14：00～15：30

灘診療所
☎56-0655

（月・金曜日）
9：00～12：00
14：00～17：15
（火・木曜日）
9：00～12：00
午後＝往診・検査

沼島診療所
☎57-0030

（月～金曜日）
9：00～12：00
14：00～17：15

●人　口 49,495人（前月比－49人）

　    （男） 23,864人（前月比－9人）

　    （女） 25,631人（前月比－40人）

●世帯数 19,096世帯（前月比＋35世帯）

※平成27年５月１日現在 　

出生

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 婚姻日
　岡　広誌（徳島県）

島内　優輔（神戸市）

水野　義喜（北阿万）

大濵　　貢（　湊　）

川上　高男（津　井）

喜田大史良（神戸市）

小島　　仁（榎　列）

中尾　幸博（津　井）

石川　誠吾（福　良）

清水　信彰（津　井）

秦野　雅基（尼崎市）

土居　一貴（　市　）

鈴木　一徳（阿　万）

高田　　司（八　木）

谷　　晃治（阿那賀）

飛田　雄介（潮美台）

端　　美貴（倭　文）

新﨑　麻衣（津　井）

名古　香織（東京都）

石田　　幸（洲本市）

山本真由美（洲本市）

中谷　杏子（神戸市）

藤江　朋代（榎　列）

坂本　智子（洲本市）

髙松　　優（賀　集）

谷口　有美（姫路市）

米田有希子（尼崎市）

白井聖麗奈（洲本市）

薮田真梨子（賀　集）

西岡なつき（徳島市）

本田　志保（福　良）

福榮　　愛（福　良）

４ 月 16 日

４ 月 16 日

４ 月 30 日

５ 月 ３ 日

５ 月 ３ 日

５ 月 ３ 日

５ 月 ３ 日

５ 月 ３ 日

５ 月 ５ 日

５ 月 ５ 日

５ 月 ５ 日

５ 月 ９ 日

５ 月 15 日

５ 月 15 日

５ 月 15 日

５ 月 15 日

結婚

氏名 年齢 地区 死亡日

稲本　義一
舩本　久子
仲村　正晴
増井　秀夫
山﨑　まち
賀集　謹次
平　　金一
淺井千枝子
山田　一博
榎本　しづ
安田　⻆郎

榎 列
市

潮美台
福 良
賀 集
福 良
榎 列
松 帆
榎 列
阿 万
北阿万

79
89
84
69
91
72
86
86
62
99
99

４ 月 15 日
４ 月 17 日
４ 月 18 日
４ 月 18 日
４ 月 20 日
４ 月 22 日
４ 月 22 日
４ 月 24 日
４ 月 25 日
４ 月 26 日
４ 月 28 日

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

正木俐
り お と

央都

林　　 雅
みつき

月

道 上　　 実
みのり

菅　 流
り き と

輝 斗

藤 岡　 世
せかい

峽

矢 野　 歩
あゆと

叶

間 瀬　 愛
あいか

花

奥 濱　 鈴
すずた

太

辻 村　 勇
ゆうき

樹

田 中　 大
はるひ

煌

中 西　 結
ゆ な

菜

田浦寅
とらのすけ

ノ助

大 塚　 伊
いおり

織

藤 川　 凌
り く

玖

脇 村　　 椿
つばき

奈良さくら

高 川　 愛
あ お

凰

野口空
あ お と

桜音

片 山　 千
ち お

緒

池 田　 芽
め い

依

川 端　 葉
ようすけ

右

坂 東　 載
の き

基

前 川　 蒼
そうし

士

安 場　 瑠
り あ

愛

河 井　 郁
いっきゅう

空

森 川　 仁
にいな

愛

居 神　　 詩
うた

男

男

女

男

男

男

女

男

男

男

女

男

男

男

女

女

男

男

女

女

男

男

男

女

男

女

男

敏 文

雄 真

元 気

文 太

大 介

栄 一

佐登司

弘 康

卓 浩

幸二郎

雄 矢

勝 司

竜 二

悟

徹

光 敏

力

浩 志

房 明

尚 史

圭 介

英二郎

夏 輝

勇

　 典

仁

慎

志 知

市

松 帆

広 田

志 知

津 井

福 良

阿 万

賀 集

志 知

市

湊

阿 万

市

広 田

八 木

賀 集

市

広 田

広 田

広 田

福 良

賀 集

北阿万

神 代

洲本市

福 良

４ 月 ９ 日
４月 10 日
４月 10 日
４月 12 日
４月 12 日
４月 13 日
４月 15 日
４月 16 日
４月 16 日
４月 18 日
４月 18 日
４月 20 日
４月 22 日
４月 22 日
４月 22 日
４月 23 日
４月 25 日
４月 25 日
４月 26 日
４月 27 日
４月 27 日
４月 27 日
４月 28 日
５ 月 ２ 日
５ 月 ３ 日
５ 月 ６ 日
５ 月 ７ 日

氏名 年齢 地区 死亡日 氏名 年齢 地区 死亡日

葊地りつ子
稲本　清美
波戸　春夫
山﨑たけの
山本　允子
坂本　久子
飛松　哲也
平本美代子
河上　稔子
島田　一男
中郷　英子

久留米博安
柏木久美子
砂田　杲洋
仲野　光夫
藤原冨美子
垣脇　　叡
吉川　利夫
正木　　忠
馬野　計男
北﨑　春夫
増田　道枝

広 田
榎 列
津 井
灘

松 帆
北阿万
福 良
八 木
阿 万
阿那賀
神 代

福 良
福 良
神 代
松 帆
賀 集
阿 万
神 代
松 帆
福 良
阿 万
松 帆

81
94
93
96
82
94
73
82
82
81
86

82
83
70
96
88
83
77
72
81
89
85

４ 月 28 日
４ 月 29 日
４ 月 30 日
５ 月 １ 日
５ 月 １ 日
５ 月 ２ 日
５ 月 ２ 日
５ 月 ２ 日
５ 月 ４ 日
５ 月 ４ 日
５ 月 ４ 日

５ 月 ６ 日
５ 月 ７ 日
５ 月 ８ 日
５ 月 ８ 日
５ 月 10 日
５ 月 11 日
５ 月 11 日
５ 月 12 日
５ 月 14 日
５ 月 14 日
５ 月 14 日

死亡

2015.6.1発行

平成27年５月15日までの申出分 （敬称略）
※この欄への掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください
※フォントの字形により戸籍記載氏名の字形と異なることがあります

　　　　　

　正解者の中から抽選で５人に図書カード1,000

円分をプレゼント！（当選は発送をもって発表にか

えさせていただきます）

■応募方法（①～⑤全回答必須）
　①クイズの答え、②住所、③氏名、④年齢、　

⑤広報やさんさんネット、南あわじ市に対するご
意見・ご感想をお書きの上、秘書課までご応募く

ださい。■応募〆切６月１5日（月）※消印有効

〒 656-0492 南あわじ市市善光寺 22 番地１

南あわじ市役所 秘書課広報クイズ係 宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）

kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp

　特産の淡路瓦をふんだんに使っ

た南あわじ市役所新庁舎。

▲二次元コード
携帯電話のバーコード
リーダで読み取り、クイ
ズに応募できます

※
５
月
号
の
正
解
は「
31
」。36
通
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

さて、約何枚の淡路瓦を使用しているでしょうか？

▲新庁舎の外壁や内装のほか屋外の渡り
　廊下等に特産の淡路瓦を使用

子育て広場

●ふれあいプレイルーム （平日９：00～16：00）
場所 内容

働く婦人の家　

登録をすると、いつでも自由に遊べます。公園に出
かける感覚で気軽に利用してください。
赤ちゃんは、体重・身長測定ができます。

●出前ひろば（公園感覚の自由あそびの広場、申込は不要）
ひろば名 ６月の開設日 場所 時間
みどり 3,5,10,12,17,19,24 緑保健福祉センター

10:00
～

11:30

みはら 2,4,11,18,23,25,30 働く婦人の家

せいだん 2,4,9,11,16,18 湊地区公民館

なんだん 3,5,17,19,24,26 福良地区公民館

赤ちゃん誕生から入園前のお友達集まれ～

　蒸し熱い日が続き、汗をかきやすくなっています。調整し
やすい衣服でお越し下さい。元気いっぱいあそびましょう！
名札・ゆめるんノートもお忘れなく。

問子育て学習・支援センター☎42-7703、9：00～16：00

映画「種まく旅人～くにうみの郷～」広報クイズ

●催し ※要申込
行事名 日時 費用等

①３B 体操
12日

10:30～
11：30

働く婦人の家・軽運動場、
ー家族100円、申込締切９日

②季節のアルバム
15日

10:00～
10：45

働く婦人の家・軽運動場、50円、
申込締切８日

③６月のおたんじ
　ょうび会

15日
11:00～

働く婦人の家、100円、
11時に写真撮影で時間厳守、
申込締切10日

④なつまつり
7月5日

①10：30～
②13：30～

働く婦人の家、チケット500円、
定員各子ども75人、申込締切19日

 ●年齢別ひろば ※要申込

ひろば名 対象 開催日 時間 内容

いちご
０歳児～
10か月まで 16 日

10：00～
　11：00

ベビーマッサージ（働く婦人
の家）講師：岡垣裕美先生、
バスタオル、申込締切11日

ばなな
11か月～
今年度２歳に
なる子

９日
10:00～
　11：00

リズム遊び（働く婦人の家）、
バスタオルと大型ハンカチ、
申込締切５日

ぶどう
今年度３歳に
なる子、 ４歳
になる子

26 日
10:00～
　11：00

リズム遊び（働く婦人の家）、
タオル、バスタオル、
申込締切22日

下の中から番号
でお答えください。

❶約３万６０００枚

❷約３千６００枚

❸約３６０枚

※枚数は庁舎および

　
屋外の渡り廊下等を

　
含みます

季節のアルバム
づくり（５月18日）

が全国公開

　淡路島を舞台に人と自然の再生を描いた映画「種まく旅人～く

にうみの郷～」が５月３０日から洲本オリオンをはじめ、全国の劇

場で公開されます。淡路島内では淡路島観光案内所などで全国共

通特別鑑賞券を特別価格で販売しています。ご家族そろってご鑑賞

ください。　

心のかけはし

©2015映画「種まく旅人～くにうみの郷～」製作委員会

問映画「種まく旅人～くにうみの郷～」淡路島内上映実行委員会
　事務局　淡路県民局県民交流室未来島推進課☎26-2015

◆洲本オリオン
　上映スケジュール

◆南あわじ市

　中央公民館

　
上映スケジュール

　
７月12日（日）

　① 11：00

　② 14：00

　③ 18：30

　① 10：00（土日のみ）

　② 12：10

　③ 14：20

　④ 16：30

　⑤ 18：40
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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な

ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に

広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
２
０
４（
秘
書
課
）

2015.6.1発行 2223

◆
旭
日
双
光
章

楠  

和
廣
さ
ん
（
松
帆
） 

　
　
　
　（
地
方
自
治
功
労
）

「
お
い
し
い
街
コ
ン
in
福
良
」実
行
委
員
会

夕
陽
と
語
ら
い
の
宿
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

福
良
で
淡
路
島
最
大
規
模
の
恋
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
!!

第
13
回
全
国
夕
陽
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催

　

福
良
地
区
で
５
月
10
日
、婚
活

イ
ベ
ン
ト「
お
い
し
い
街
コ
ン
in
福

良
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
商
工
会
青
年

部
が
昨
年
の
９
月
よ
り
企
画
、商

工
会
福
良
地
区
や
商
工
会
女
性

部
、市
役
所
、吉
備
国
際
大
学
や
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
協
力

に
よ
り
実
現
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
事
前
に
申
し
込
み
を

行
っ
た
20
歳
か
ら
40
歳
ま
で
の
島

内
外
の
男
女
約
２
３
０
人
が
参

　

プ
ラ
ザ
淡
路
島
で
５
月
10
日
、第

13
回
夕
陽
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
、

全
国
の
旅
館
経
営
者
や
一
般
参
加
者

ら
約
１
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

客
室
か
ら
夕
陽
が
見
え
る
全
国

22
の
宿
泊
施
設
で
つ
く
る「
夕
陽
と

語
ら
い
の
宿
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」で
は
、

全
国
各
地
で
毎
年
１
回
同
サ
ミ
ッ
ト

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ミ
ッ
ト
開
幕
に
あ
た
り
同
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
岸
本
一
郎
会
長
は「
夕

陽
が
見
え
る
だ
け
で
は
な
く
、夕
陽

▲大勢の人たちが参加した「おいしい街コンin福良」

加
。
渦
潮
観
潮
船
に
乗
船
し
た

り
、
福
良
地
区
の
飲
食
店
を
食
べ

歩
い
た
り
と
、
出
会
い
を
楽
し
む

街
を
あ
げ
た
恋
活
イ
ベ
ン
ト
と
な

り
ま
し
た
。

　

神
戸
市
か
ら
参
加
し
た
女
性
は

「
ス
タ
ッ
フ
が
盛
り
上
げ
て
く
れ

た
の
で
、会
話
が
弾
ん
だ
」と
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

　

同
実
行
委
員
会
で
は
、今
後
も

市
内
各
地
で
こ
の
恋
活
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

を
語
ら
う
人
が
集
ま
る
宿
で
組
織

す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。夕
陽
を
通
し

て
宿
泊
客
が
地
域
の
人
た
ち
と
の

交
流
を
深
め
て
ほ
し
い
」と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
夕
陽
を
観
光
商

品
に
し
た
全
国
の
成
功
事
例
が
紹

介
さ
れ
た
ほ
か
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
淡
路
島
に
ゆ
か
り
の
あ

る
人
な
ど
６
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
切
り
口
で
夕
陽
へ
の
想

い
を
語
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
ク
イ
ー
ン
淡
路
に
よ
っ
て

サ
ミ
ッ
ト
宣
言
が
読
み
上
げ
ら
れ
、

閉
幕
し
ま
し
た
。

　

滝
川
記
念
美
術
館
で「
高
野
山

開
創
１
２
０
０
年　

弘
法
大
師
修

行
図
絵
」が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
特
別
展
は
、
今
年
が
直
原

玉
青
画
伯
没
後
10
年
と
弘
法
大
師

の
高
野
山
開
創
１
２
０
０
年
の
節

目
と
な
る
の
で
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

修
行
図
絵
は
、
直
原
画
伯
が
75

～
76
歳
の
時
の
作
品
で
、
千
福

寺（
洲
本
市
）か
ら
の
依
頼
で
制

作
。
弘
法
大
師
が
生
ま
れ
て
か
ら

唐（
現
在
の
中
国
）に
渡
り
、
高
野

山
で
開
創
、
そ
し
て
入
定
す
る
ま

で
を
、
13
の
場
面
に
分
け
て
描
か

れ
た
水
墨
画
の
一
代
記
で
す
。
墨

の
濃
淡
を
使
い
分
け
、
重
厚
で
見

る
人
を
圧
倒
す
る
作
品
や
癒
さ
れ

る
よ
う
な
繊
細
な
表
現
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

同
館
の
福
田
龍
八
学
芸
員
は

「
従
来
、弘
法
大
師
の
一
代
記
を
描

い
た
作
品
は
色
鮮
や
か
に
彩
色
さ

れ
て
い
る
。水
墨
画
で
一
代
記
を
描

い
た
作
品
は
、直
原
画
伯
が
初
め

て
の
試
み
。墨
と
水
、点
と
線
、濃

淡
の
魅
力
を
、ぜ
ひ
楽
し
ん
で
ほ
し

い
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▽
期
間　

６
月
28
日（
日
）ま
で

▽
入
館
料　

大
人
３
０
０
円

▽
休
館
日　

毎
週
月
曜
日

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

滝
川
記
念
美
術
館
　
玉
青
館

高
野
山
開
創
１
２
０
０
年
　
弘
法
大
師
修
行
図
絵

▲準決勝・決勝戦（５月２日）

▲特別展を楽しむ人たち

▲夕陽への想いについて語るパネリストら

最
古
級
の
発
見
に
驚
き
！

第
13
回 

南
あ
わ
じ
市
少
年
野
球
春
季
大
会

銅
鐸
７
個
が
見
つ
か
る
！

阿
万
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
が
3
年
連
続
優
勝

　

国
生
み
神
話
の
残
る
南
あ
わ
じ

市
で
銅ど
う

鐸た
く

が
７
個
発
見
さ
れ
、
５

月
19
日
に
湊
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

で
記
者
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

銅
鐸
は
市
内
の
マ
ツ
モ
ト
産
業

の
砂
置
場
か
ら
発
見
さ
れ
、
最
も

古
い
段
階
の
菱
り
ょ
う

環か
ん

鈕
ち
ゅ
う

式
銅
鐸
１

点
と
２
番
目
に
古
い
段
階
の
外が
い

縁え
ん

付つ
き

鈕
ち
ゅ
う

式
銅
鐸
６
点
が
出
土
。
銅

鐸
を
鳴
ら
す
た
め
の
青
銅
製
の
棒

（
舌ぜ
つ

）
も
３
点
確
認
さ
れ
、
菱
環

鈕
式
銅
鐸
と
舌
が
一
緒
に
出
土
し

た
の
は
初
め
て
で
す
。

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

春
の
叙
勲
　
長
年
の
地
域
貢
献
に
栄
誉
　

２
０
１
５ 

第
11
回 

国
際
青
少
年
空
手
道
選
手
権
大
会

空
手
国
際
大
会
で
銅
メ
ダ
ル

　

春
の
叙
勲
が
発
表
さ
れ
、元
南
あ
わ

じ
市
議
会
議
員
の
楠 

和か
ず

廣ひ
ろ

さ
ん
が

旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

楠
さ
ん
は
旧
西
淡
町
議
会
議
員
な

ら
び
に
市
議
会
議
員
と
し
て
16
年
余

り
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
発
展
と
地

域
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
町
議

会
議
長
、市
議
会
議
長
を
努
め
ら
れ
南

あ
わ
じ
市
誕
生
に
向
け
た
合
併
に
尽

力
さ
れ
た
ほ
か
、早
期
か
ら
水
害
を

防
ぐ
低
地
対
策
に
奔
走
さ
れ
て
排
水

機
場
の
増
強
整
備
や
護
岸
整
備
な
ど
、

市
民
の
安
全
安
心
な
生
活
を
確
保
す

る
減
災
対
策
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。
建
物
の
瓦
助
成
制
度
な
ど
淡

路
瓦
の
産
業
振
興
に
も
力
を
注
が
れ

年
空
手
道
選
手
権
大
会
（
開
催
：
４

月
18
日
、19
日
、東
京
体
育
館
）
で
み
ご

と
銅
メ
ダ
ル
に
輝
き
ま
し
た
。
約

30
か
国
が
参
加
し
た
国
際
大
会

で
、32
人
出
場
の
「
組
手
６
歳

男
子
の
部
」
で
３
位
を
獲
得
。

昨
年
５
歳
男
女
混
合
の
部
で
優
勝

し
て
い
る
池
田
さ
ん
は
「
も
う
い

ち
ど
世
界
一
目
指
し
て
頑
張
る
」

と
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

第
13
回
南
あ
わ
じ
市
少
年

野
球
春
季
大
会（
主
催
・
南

あ
わ
じ
市
少
年
野
球
連
盟
）

が
３
月
１
日
か
ら
三
原
健
康

広
場
で
開
催
さ
れ
、市
内
10

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。ト
ー
ナ

メ
ン
ト
形
式
で
行
わ
れ
た
大

会
は
、好
ゲ
ー
ム
が
続
き
、ベ

ン
チ
や
応
援
席
か
ら
大
き
な

声
援
を
受
け
な
が
ら
、選
手

た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
の
プ

レ
ー
で
応
え
て
い
ま
し
た
。

　

準
決
勝
と
決
勝
戦
は
５
月

２
日
に
行
わ
れ
、決
勝
戦
は

阿
万
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
と

お
の
こ
ろ
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
が
対

戦
。初
回
３
点
の
先
制
を
は

ね
除
け
、
逆
転

し
て
12
対
５
の

５
回
コ
ー
ル
ド

ゲ
ー
ム
で
、
阿

万
少
年
野
球
ク

ラ
ブ
が
み
ご
と

優
勝
の
栄
冠
に

輝
き
ま
し
た
。

　

阿
万
少
年
野

球
ク
ラ
ブ
は
、

今
大
会
３
連
覇

を
成
し
遂
げ
ま

し
た
。

池
田
　
直
生
さ
ん
（
市
） 

　

西
淡
志
知
小
学
学
校
1
年
生

の
池
田
直な
お

生き

さ
ん
は
、国
際
青
少

た
楠
さ
ん
は
「
議
員
引
退
後
も
体
力

の
続
く
限
り
地
域
へ
恩
返
し
を
し
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

▲優勝した阿万少年野球クラブ

▲開会式（3月1日）

　

銅
鐸
が
７
点
も
ま
と
ま
っ
て
見
つ

か
っ
た
の
は
、
加
茂
岩
倉
39
点
（
島

根
県
）、大
岩
山
24
点
（
滋
賀
県
）、桜
ケ

丘
14
点
（
神
戸
市
）
に
つ
い
で
４
番

目
の
多
さ
で
す
。
ま
た
、
大
き
な
銅

鐸
の
内
側
に
ひ
と
ま
わ
り
小
さ
な

銅
鐸
が
は
め
込
ま
れ
た
「
入
れ
子

の
状
態
」
で
発
見
さ
れ
て
い
て
、
入

れ
子
状
態
が
保
た
れ
て
い
る
の
は

大
変
珍
し
い
も
の
で
す
。
市
教
育
委

員
会
や
市
埋
蔵
文
化
財
事
務
所
職
員

ら
が
大
勢
の
報
道
関
係
者
の
詰
め
か

け
た
中
で
説
明
を
行
い
、
専
門
家
の

間
か
ら
は
「
数
十
年
に
一
度
の
大
発

見
」
と
の
声
も
あ
り
、
今
後
の
調
査

に
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

▲発見された銅鐸
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0799）43-5304

　通勤・通学者の人へ、交通費助成制度

南あわじ市から遠方への通勤・通学者の人は、交通費助成制度をご利用ください。

区　間　最寄りの高速バス停から北淡ＩＣまたは津名一宮ＩＣ
助成金　対象区間の定期額の20％

区　間　島内の高速バス停から高速舞子、小鳴門橋バス停
助成金　対象区間の定期額（通勤手当を差引く）の通勤者は20％、通学者は30％

高速バスを利用して島外に通勤・通学する人

島内の学校へ一般路線バスだけでは通学できず、高速バスを利用する学生

必要書類     ①在職・在学証明書（年度初回の申請時のみ）  ②定期券の写し

　　　　　　③申請書  ④請求書兼振込依頼書  ⑤通勤手当支給額証明書（通勤者のみ）

                  ※③～⑤は、市役所やホームページで取得できます

申請時期　  定期券購入後1か月以内、購入の都度申請してください。

※４月から担当課がふるさと創生課（☎43-5205）に変わりました

 ゆめるん情報
      No.3

南あわじ市市制10周年記念
“きばっていこう南あわじ市商品券”を発売します！

　国の地域住民生活等緊急支援施策交付金を受け、消費者の生活支援と消費喚起を促進し、地域経済の

活性化を図ることを目的として「プレミアム付き商品券」発売事業を実施します。

問商工観光課☎43-5221

商品券発行額
５億円に20％（１億円）を上乗せし、発行総額６億円商

品券は、１セット（12,000円分）を１万円で販売します。

販売方法

第１弾　引換販売

①販売日　６月27日（土）～28日（日）

②場所・時間

※１世帯２セットまでは必ず購入できます
※いずれの販売所でも購入可能

第２弾　予約販売　※完売次第終了

（引換販売も可。但し、残数がある場合）

①販売日　６月30日（火）

②場所・時間　市役所第２別館多目的室(旧議会棟３階)

　　　　　　　９：30～18：00

第３弾　自由販売（先着順）※残数がある場合のみ

①販売日　７月１日（水）～完売次第終了　

②場所・時間　市役所第２別館多目的室(旧議会棟３階)

　　　　　　　９：30～18：00　

 緑保健福祉センター・ シーパ  　９：30～18：00

 パルティ・ららウォーク  10：00～18：00

購入方法
第１弾　引換販売（１世帯単位で購入可能）

①引換はがきを市内の全世帯主に6月中旬頃送付

　（５月１日現在の世帯主を対象）

②引換はがきを販売会場に持参し、購入。

※購入者は代理の人でも可能。記名が必要

第２弾　予約販売（予約券で購入可能）

①引換販売会場において、予約券を発行

②予約券を販売会場に持参し、購入。

※商品券に残数のある場合は引換販売も可能

第３弾　自由販売（先着順で購入可能）

①予約販売で売れ残った場合は自由に購入可能

高校生以下の商品券購入は不可。市内在住者に限る


